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ゲリラ へ の 150 の 質問 
再訪 
修正 、 追 加 、 減 算 、 更 新 を 加え て 提示 され た バ ヨ の 作品 、 
21 世 紀 の 革 命 家 の 解説 と 補足 資料 
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編集 者 注記 


アル ベル トバ ヨ の 『150 Preguntas a un Guerrillero』 の この 版 に は 、 大 幅 な 変更 が 加え られ て いま す 。 
バ ヨ の 意図 は 、 革 命 家 を 志す 人 の た め の 包 括 的 で 実用 的 な ガイ ドブ ッ ク を 提示 する こと で ある 、 と いう の が 編集 グル 
ー プ の 理解 だ っ た 。 バ ヨ は ある 時 点 で (ゲリラ は キャ ンプ で 余暇 を 自分 の 本 の 内 容 を 暗記 する の に 費やす べき だ と 
さえ 言及 し 、 こ の 本 は 現場 の 戦闘 貞 個 人 が 携行 する こと を 示唆 し て いる 。 こ れ を 念頭 に 置い て 、 作 品 を 現代 化し た 
り 、 修 正 し た り 、 イ デオ ロ ギ ー 的 に 更新 し た りす る あら ゆる 変更 は 、 そ の 根底 に ある 精神 に 合致 する も の で ある た め 、 
行う べき で ある と 決定 され まし た 。 こ の プロ セス の 目標 


文書 を 復活 させ 、 単 な る 歴史 的 好奇 心 の 領域 か ら 取 り 除 き 、 将 来 の 紛争 で 本 来 の 目的 に 確実 に 使用 で きる よう に する 
こと で し た 。 そ れ に も か か わら ず 、 こ の 本 の 特定 の 部 分 は か な り 時 代 錯 誤 的 に 見 える か も し れ ま せん 。 大 幅 に 改善 さ 
れ た コミ ュ ニ ケー ショ ン 方 法 の 出現 に より 、 こ こ で 説明 され て いる 戦 術 の 一 部 は 最初 に 出版 され た と きよ り も 効 
果 が か な り 低 下 し て いま す 。 そ う は 言っ て も 、 こ れ ら の セク ショ ン は 、 読 者 の 興味 と 、 読 者 が 有益 な 情報 を 収集 し 

て 活用 で きる よう に する こと を 期待 し て 、 ほ と ん ど 変 更 さ れず に その まま 残さ れ て いま す 。 


他 の 方 法 で ゲリラ を 追跡 し た 。 
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1. ゲリラ が 成功 する に は 、 正 確 に どの よう な 前 提 条 件 が 存在 する 必要 が あり ます か ? 
外国 か ら の 侵略 、 国 家 の 敵 で ある 政府 の 存在 、 宇 頭 政 治 な ど 、 国 民 が 苦し む 不 正義 に 対し て 正しく < 戦う こと 。 こ れ ら の 条 
件 が 存在 し な い 場 合 ゲ リラ 戦争 は 常に 続く だ ろう 。 負 ける 。 不 正 に 反乱 を 起こ す 者 は 、 壊 滅 的 な 敗北 し か 得 ら れ ま せん 。 


2. 誰が ゲリラ 部 隊 に 参加 すべ き で すか ? 
ゲリラ 戦争 に 参加 すべ き な の は 、 主 に 自分 の 信念 を 固く 持ち 、 慎 重 に 行動 し 、 自 己 犠 牲 の 精神 、 個 人 の 勇気 愛国心 、 民 
族 の 大 義 に 対す る 多大 な 献身 を 証明 し た 若者 だ け で ある 。 


3. 私 た ちの ゲリラ 組織 に 参加 し よう と する 人 は 、 こ れ ら の 道徳 的 資格 に 加え て 、 他 に 何 を し な けれ ば な り ま せん 

か ? 

申請 者 の 氏名 、 所 在 地 と 生年 月 日 、 婚 如 状 況 、 両 親 、 配 偶 者 、 子 供 の 名 前 、18 歳 か ら の 勤務 先 、 友 人 の 名 前 な どの 情 

報 を 含む アン ケー ト の 質問 に 正直 か つ 詳 細 に 回 答 し な けれ ば な り ま せん 。 単 命運 動 に お いて 、 彼 が これ まで に 逮捕 され た 
か どう か 、 そ し て 私 た ちの 運動 が 解決 し た 他 の 多く の 質問 。 申 請 者 は 自身 の 政治 的 立場 の 経歴 を 説明 し な け 

れ ば な り ま せん 。 彼 が アン ケー ト に 回 答 し 、 提 供 さ れ た デー タ か ら 好 まし い 印 象 が 得 ら れ た 後 、 彼 は 適切 な ゲリラ 部 隊 

へ の 入隊 を 許可 され ます 。 


4. アン ケー ト の 調査 の 結果 、 申 請 者 が 私 た ち を 裏切る た め に 私 た ちの 仲間 に 入る つも り の 情報 提供 者 また は スパ イ で ある 
こと が 判明 し た 場合 私 た ち は 彼 を どう すれ ば よい で し ょ うか ? 
彼 は 簡易 軍法 会 議 で 革命 へ の 反逆 者 と し て 裁 か れる こと に な る 。 


5. 私 た ち が あ ら ゆ る 手段 を 講じ た に も 関わ ら ず 、 理 劣 な スパ イ が 組織 に 侵入 し た 場合 私 た ち は 彼 を どう すれ ば よい で し ょ うか が ? 


彼 の 地位 が その よう に 証明 され れ ば 、 彼 は 軍法 会 議 で 裁 か れ 、 容 赦 な く 死 刑 を 宣告 され る だ ろう 。 私 た ち は 、 私 た ちの 評 
価 が 間違っ て いる 理想 の た め に 戦う 政敵 を 式 す こと が で きま す 。 し か し 決し て スパ イ で は あり ませ ん 。 た と え 敵 に 

と っ て 英雄 や 痢 教 者 で あっ て も 、 そ の よう な 男 は 考慮 に 値 し な い 。 被 告 人 に は 、 そ の 状況 に 応じ て あら ゆる 権利 が 与え ら 
れる べき で ある 。 特 に 、 彼 が 実際 に は 、 上 司 か ら 対 ス パイ 活動 に 従事 する よう 命じ られ た 私 た ちの 代理 人 で ある 可能 性 が 
ある た めで ある 。 


6. ゲ リラ 部 隊 に は 何人 の ゲリラ が 所 属し ます か ? 
理想 的 な 数 は 10 20 で す 。 人 数 が 少な けれ ば 少な い ほ と 機動 力 は 高まり ます 。 


7. ゲ リラ 部 隊 は どの くら い の 速 さ で 水陸 両用 に 着陸 し ます か ? ま た それ は どの よう に 達成 され ます が? 

この ユニ ッ ト の 速度 は 、 メ ン バ ー の 中 で 最も 遅い も の と 同じ で す 。 上 陸 を 実行 する に は 、 す べ て の こと を 事前 に 計画 し 、 

リハ ー サ ル を 行っ て 、 部 隊 が 海岸 に 着く と すぐ に 各 隊 員 が 素早 く 、 静 か に 、 規 律 正しく 行動 し 、 特 定 の 任務 に つい て 十分 な 
説明 を 受け られ る よう に する 必要 が あり ます 。 配 属さ れ て いる 方 は 
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海岸 を 見 下ろ す 丘 を 左翼 に 移す た め に 、 中 央 を 占領 する 者 は 前 に 走っ て 定位 置 に 就き 、 で きる だ け 早 く ボ ー ト か ら 物 資 を 
降ろ し 、 あ た か も 規律 と 完全 な 沈黙 を 維持 する か の よう に 。 彼 ら は 衣 貴 の 集団 で あり 、 互 い に 合図 する こと さえ で き な か っ 
た 。 


8. 長い 行軍 に 耐え られ な い ゲ リラ は どう する の で すか ? 
彼ら は より 遅い ユニ ッ ト を 形成 する た め に 集め られ ます が 、 そ の 中 で 全員 が 追い つく 必要 が あり ます 。 


9. ゲ リラ 部 隊 の 隊長 は 誰が 務め る べき で すか ? 
艦長 は 、 指 揮 能 力 、 人 格 、 知 性 、 注 意 力 、 戦 闘 意欲 な どの 特別 な 資格 に より 、 そ の ポス ト に ふさ わし いこ と が 証明 され た 
人 物 で ある べき で ある 。 


10. ゲリラ は 上 級 指揮 組織 に 知ら され る べき で すか が ? 

そう で す 死傷 者 が 出 た 場合 に 誰が 部 隊 を 指揮 する か に つい て 意見 の 相違 が な いよ う 、 彼 は それ を 理解 し 、 そ 

れ を 遵守 すべ き で す 。 空 席 と な っ た 役職 は 、 次 に 高い 権限 を 持つ 人 物 が 引き 継ぎ 、 そ の 人 物 は すべ て の 部 下 か ら 尊 敬 さ 
れ 、 従 うこ と に な り ま す 。 こ れ ま で の 右 細 グ ルー プ の 死 は すべ て エゴ で し た 。 団 結 し た 閣 争 を 支持 し て 、 司 令 部 間 の 個人 
的 な 対立 は 根絶 され る べき で ある 。 


11. ゲ リラ 部 隊 は どの よう な 武器 を 携行 すべ き で すか ? 

弾薬 の 供給 を 容易 に する た め に 、 部 隊 に は 同じ タイ プ の ライ フル が 装備 され て いる 必要 が あり ます 。 さ ら に 、 軽 機関 銃 、 ロ 
ケッ ト 推 進 手 格 弾 発射 装置 、 お よび 作戦 に 常に 役立つ 効果 的 な 狙撃 ライ フル を 備え て いる と 良い で し ょ う 。 。 各 ゲリラ 
は 常に 自分 の 救急 箱 、 水 筒 、 お よび 部 隊 リー ダー の も の と 同期 し た 時 計 を 携帯 する 必要 が あり ます 。 多 く の 


フィ ー ル ドグラ ス が 必要 に な り ま す 。 ゲ リラ は また 、 ベ ルト と し て 長 さ 約 6 フィ ー ト の ロー プ を 着用 する 必要 が あり ます 。 

夜間 に 仲間 が 一 方 の 端 を つか ん で 使用 する た め 、 部 隊 と の 連絡 が 途切れ る こと は あり ませ ん 。 

この 「 尻 尾 」 は 腰 に 巻き 付け て 着用 し ます 。 残 っ た 部 分 は 、 後 を 追っ て きた 仲間 が 掴ん で いる も の だ 。 ど ん な に 夜 が 暗く て 
も 、 こ の 方 法 で は 誰 も 道 に 迷う こと は あり ませ ん 。 山 を 登っ た り 、 川 を 渡っ た り 、 新 の 東 を 縛っ た りす る の に 使用 で きま す 。 


12. ゲリラ ユニ ッ ト は どの よう に 装備 すべ き で すか ? 

男性 は 靴 底 が 厚く て 重い 靴 を 履く 必要 が あり ます 。 彼 ら 5 は ユニ ッ ト ご と に 1 つの 優れ た コン パス を 頼り に する こと が 
で きる は ず で す 。 こ れ ら は 欠か せな いも の で す 。 農 民 に 道 を 聞か な く て も 済む よう に 、 そ の 地域 の 地図 を 常に 入手 で きる 
よう に し て お か な けれ ば な り ま せん 。 こ れ が 必要 に な っ た 場合 農民 は すでに 地図 上 に ある デー タ を 確認 する た め 

に の み 使 用 され る べき で す 。 


13. ゲリラ 部 隊 は どの よう に 組織 され る べき で すか ? 

まさ に 軍隊 と 同じ で 、 ス タッ フ が お り 、 そ の さま ざま な 立場 と 責任 は ゲリラ に よっ て 満た され て いる た め 、 す べ て の 仕 
事 が 一 人 に か か る こと が あり ませ ん 。 し た が っ て 、 ゲ リラ 部 隊 は 次 の 部 門 で 構成 され て いま す 課 報 、 作 戦 、 破 壊 活動 、 往 
兵 、 訓 練 、 兵 器 、 弾 薬 、 補 給 官 、 医 療 、 通 信 。 ゲ リラ 部 隊 は 
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これ ら の 部 門 が ゲリラ 部 隊 内 で 1 人 か 2 人 だ け で 指揮 され て いる と いう 点 で 正規 軍 
十 人 か ら 十 五 人 の 男 た ち 。 


14. これ ら の 各部 門 の 任務 は 何で すか ? 

謀 報 機関 は 、 ゲ リラ 部 隊 の すべ て の メン バー、 す べ て の 英 、 水 、 泉 、 川 、 道 路上 の 位置 の 移動 に 無関心 な 人 々 

に つい て 、 で きる 限り の 情報 を 収集 する 必要 が あり ます 。 

高速 道路 、 小 道 、 橋 、 ゲ リラ メン バー の 行動 、 部 隊 へ の 参加 を 希望 する 同調 者 、 兵 士 、 情 報 提供 者 、 ス パイ な ど に 
つい て の 情報 を 収集 する 。 同 時 に 、 地 形 と 主要 目標 の 地図 を 入手 また は 作成 する 。 ユ ニッ ト に 割り 当て られ た 
セク ター。 そ れ は スパ イ 活 動 と 対 スパ イ 活 動 を 実施 し 、 傑 出し た か 否 か に か か わら ず す べ て の 戦闘 成績 に つ 
いて 部 隊 要 員 の 記録 を 保管 し ます 。 暗 号 化 作業 (メッ セー ジ 、 軍 法 会 議 の 文書 な どの 暗号 化 と 解 

読 ) を 続行 し ます 。 情 報 部 門 は ゲリラ 部 隊 の 副 司 令 官 の 指揮 下 に 置か れる べき で あり 、 そ の 副 司 令 官 自 身 も 高 
度 な 知性 、 知 恵 、 注 意 力 を 備え て いる 必要 が ある 。 


作戦 部 門 は 、 部 隊 が 実施 する すべ て の 攻撃 お よび その 他 の 任務 を 監督 し 、 こ れ ら の 取り 組み の 結果 を 評価 し ま 
す 。 任 務 の 遂行 を 担当 する 仲間 と 相談 し 、 指 揮 官 に プロ ジェ クト の 進行 状況 を 常に 知ら せ て 、 


作戦 を 実行 する か どう か の 最終 決定 を 下 し ます 。 艦 長 が 負傷 、 重 病 、 ま た は 必要 な 欠勤 の た め に 部 隊 を 指揮 
で き な い 場合 作戦 部 長 が 指揮 を 引き 継ぎ 、 作 戦 に 必要 な すべ て の デー タ (提案 され た デー タ と 実行 準備 が 
整っ て いる デー タ の 両方 ) と 、 さ ま ざ ま な 縮尺 の 地図 を ファ イル に 保存 し ます 。 セ クタ 。 


私 た ちの スタ ッ フ を 構成 する 10 人 の うち の 主要 な 1 人 で ある 破壊 工作 部 門 の リー ダー シッ プ は 、 普 外れ た ダ 
イナ ミッ ク さ 、 非 常に 知性 と 賢 さ 、 創 造 的 な 想像 力 、 順 応 性 、 そ し て 任務 に 対す る 真 の 使命 を 備え た 活動 
的 な 将校 に 作 さ れ て いま す 。 彼 は あら ゆる 種類 の 妨害 行為 が 最大 限 に 活用 され る よう に 任務 を 遂行 し な けれ 
ば な り ま せん 。 可 能 で あれ ば 、 毎 日 新しい 目標 を 達成 し ます 。 


採用 部 門 は 、 当 社 の ラン ク を 補充 する か 、 欠 員 を 補う 人 材 を 確保 し ます 。 リ スト アッ プ さ れ ま す 
若い ボラ ンティア の 名 前 を 3 つの グル ー プ に 分 け ま す 。 最 初 の グル ー プ に は 次 の も の が あり ます 
私 た ちの 犠牲 者 の 代わ り を 誰が 担う の か 。 2 つ 目 は 、 ナ タ 男 また は 解体 要員 と し て 働く こと が で きる 
人 々 で す 。 3 番目 は 、 要 塞 の 建設 や その 他 の 同様 の 作業 に の み 使 用 され る べき 人 々 で す 。 


訓練 担当 官 は 、 銃 器 の 取り 扱い に 関す る 訓練 と 緊迫 し た 訓練 、 お よび ゲリラ 部 隊 の すべ て の 教育 お よび 文化 プ 
ログ ラム を 監督 する 。 


兵器 部 門 は 部 隊 の 武器 の メン テ ナ ン ス に 携わっ て お り 部 隊 に 所 属す る ショ ッ ト ガ ン ナ ー の 散弾 銃 や 、 挙 
銃 、 狙 撃 銃 、 機 関 銃 も 保管 され て いま す 。 イ ンス トラ クタ ー、 甲 表 師 、 お よび その アシ スタ ント の リス ト を 保管 
し 、 以 下 の こ と を 提供 し ます 。 

武器 を 良好 な 状態 に 維持 する た め に 必要 な 交換 部 品 の 入手 。 
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軍需 部 門 は ゲリラ 部 隊 の 弾薬 に 関す る すべ て を 担当 し て いま す 。 ゲ リラ に 弾 藤 を 渡す 民間 人 を 
訓練 し 、 さ ら に ゲリラ が 弾 藤 を 持た ず に 遭遇 する こと が な いよ うに .、 弾 薬 と 予備 部 品 の 小さ な 隠し 
場所 を 維持 し て いる 。 


補給 官 部 門 は 極め て 重要 で ある た め 、 部 隊 内 で 最も 責任 の ある 人 物 の 一 人 が 管轄 する こと に な る 。 こ の 部 
門 は 、 部 隊 に 食糧 が 不足 する こと が な いよ うに 気 を 配っ て お り 、 持 っ て いる も の は すべ て 人 賢く 配給 し 、 交 渉 、 全 
令 、 購 入 に よっ て 部 隊 の 食料 を 確 保 し て いる 。 


医務 官 は 医師 や 看護 師 で ある 必要 は あり ませ ん が 、 医 師 や 看護 師 で ある と 便利 で す 。 

この 部 門 に は 、 医 薬品 の 完全 な 在庫 と 、 仲 間 を 健康 に 戻す た め に 必要 な も の を すべ て 保管 する 責任 が あり ま 
す 。 こ れ に は 、 自 発 的 に 男性 の 治療 を 行う 、 ま た は 要請 に 応じ て 強制 的 に 治療 を 行う 当 部 門 の 医師 や 看護 師 
の 住所 が 含ま れ ま す 。 


通信 士官 は 、 分 散 し た 部 隊 の 他 の 部 門 、 他 の 部 門 で 活動 し て いる グル ー プ お よび ゲリラ 司令 部 と の 連絡 を 維 
持 する 任務 を 負っ て いま す 。 彼 は 部 隊 の 無線 機器 を 管理 する こと に な る 。 


戦闘 中 


15. ゲリラ は 任務 に 就く 前 に どの よう な 身体 訓練 を 受け る べき で すか ? 
彼 は 、 た っ た 1 つの 武器 で 合計 15 時 間 の 行軍 に 達する まで 、 さ ら に 長い 行軍 に 従事 する 予定 で す 。 
4 時 間 ご と に 10 分 間 の 短い 休憩 。 少 な く と も 7 時 間 の 夜間 行進 も 練習 する 予定 だ 。 


16. 夜 の 野原 で は どの よう に 動き 回 る べき で すか ? 

石 や 木 の 幹 、 そ の 他 の 障害 物 に つま ず か な いよ うに 、 一 歩 ご と に 足 を 高く 上 げ て 、 自 転 車 に 乗る よう に 歩く 
必要 が あり ます 。 少 な く と も 1 時 間 ご と に コン パス を 使用 し て 方 向 を 確認 し て くだ さい 。 コ ン パ ス を お 持ち 
で な い 場 合 は 、 北 極 星 の 位置 を マニ ュ ア ル で 確認 し て くだ さい 。 


17. ゲ リラ は 互い に どの よう に 接 す べ き で すか ? 
誰 も が 友好 的 で ある か 、 少 な く と も 協力 的 で な けれ ば な り ま せん 。 悪 ふざけ や トリ ッ ク は 悪 趣味 と みな され ま 
す 。 こ れ ら は 兵士 間 の 敵意 を 引き 起こ し 、 部 隊 の 力 を 弱め る た め 、 私 た ちの 組織 で は 禁止 され て いま す 。 
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18. 日 中 、 ど の よう に 方 向 を 定め る こと が で きま すか ? 
太陽 に よっ て 。 右 腕 と 脇腹 を 太陽 が 昇っ た 場所 に 向け て 立ち ます 。 
この 腕 は 東 を 指し 、 反 対 側 は 西 、 あ な た の 前 が 北 、 後 ろ が 南 で す 。 


19. 野原 で 家 や 百姓 小屋 に 出会っ た と き 、 初 め て 入る 前 に どう すべ き で すか 。 


私 た ちの 番号 の うち 2 つ だ けが 入り ます 。 他 の 人 た ち は 、 建 物 の 住人 が 敵 で ある か 、 私 た ち を 裏切る つも り で 

ある 場合 に 備え て 、 自 分 た ち が 囲 まれ て いる こと を 知ら せま す 。 家 の 慎重 な 捜索 が 行わ れ 、 裏 切り の 可能 性 

や 家 の 中 に 敵 が 隠れ て いる 可能 性 が 排除 され た 場合 、 敵 が 通る 道路 を 見 下ろ す 丘 に 見 張り を 設置 し た 後 、 残 り 
の ゲリラ 部 隊 は 侵入 する こと が で きま す 。 来 る か も し れ な い 。 私 た ち が 中 に いる 間 は 、 敵 に 警告 する か も し れ な 
い の で 、 誰 も 外 に 出さ せま せん 。 採 用 担当 者 は オー ナー 様 を 尋問 し 、 私 た ち に 対す る 本 当 の 気持 ち を 見 極め 

ます 。 そ の 後 、 彼 は 非 公式 エー ジェ ント と し て 、 あ る い は 農場 ゲリラ と し て 協力 する よう 求め られ る 
こと に な る 。 も し 彼 が 敵 の 大 義 に 対す る あか ら さ まな 同情 を 示し て 拒否 し た 場合 、 彼 は 革命 の 敵 の 見 せしめ と な 
る だ ろう 。 な ぜ な ら 、 ゲ リラ 部 隊 が 活動 し て いる 地域 で は 、 我 々 に 敵対 する か も し れ な い 個 人 の 存在 を 許す こ 

と は 不可 能 だ か ら で あ る 。 彼 の 家 や 農場 が 処分 され る と 、 彼 の 財産 は すべ て 補償 な し で 没収 され る こと に な る 。 
彼 の 持ち 物 は すべ て 我々 の 軍隊 に 分 配 さ れる だ ろう 。 


20. 私 た ちの 部 隊 へ の 参加 を 希望 する 若い 男性 は どう すれ ば よい で すか が か? 

募集 部 門 は 彼ら を 一 人 ずつ 処理 し 、 彼 ら の メリ ッ ト を 調査 し 、 革 命 闘 争 の 仲間 と し て 彼ら を 受け 入れ る こと が 
で きる か どう か を 決定 し ます 。 彼 ら が 満足 で きる こと が 証明 され れ ば 、 彼 ら は 農場 ゲリラ と し て 訓練 さ 

れる で し ょ う 。 私 た ち が 武 器 を 持っ て いて 、 さ ら に 必要 が ある な ら 

彼ら は 適切 な 訓練 を 受け た 後 、 通 常 の ゲリラ と し て 受け 入れ られ る 。 私 は カリ クス ト :・ サ ンチ ェ ス の ゲリラ 指導 
者 た ち を 個人 的 に 訓練 し まし た 。 彼 ら は 後に オリ エン テ と カボ ニコ に 上 陸 し 、 最 初 の 作戦 は 完全 に 成功 し ま 

し た 。 カ ー ト リッ ジ は 一 つも 失わ れ て いな か っ た 。 ボ ー ト は 一 隻 だ け 、 浜 辺 で 立ち 往生 し た 。 私 の 授業 で 何 度 

も 強調 し た の は 、 自 発 的 に 入隊 を 申し 出 な か っ た 者 は 、 一 度 に 一 人 ずつ 受け 入れ られ 、 捜 索 さ れ 、 採 

用 担当 官 に よる 厳し い 尋 間 を 受け て 、 誰 が エリ ー ト に 割り 当て られ る か 、 誰 が 一 般 人 に 割り 当て られ る か 

を 決定 する こと だ と いう こと (あま り イ ンス ピ レ ー シ ョ ン の な い 人 ) ま た は 第 三 の 部 門 、 つ まり 信頼 で き 

な い 人 に 。 し か し 、 私 た ち は 、 単 に 私 た ちの 側 で ある と 主張 する だ け で 人 々 を 受け 入れ る こと は 決し て あ 

り ま せん 。 カ リク スト サンチェス の 指導 者 た ち は こ の 警告 に 従わ な か っ た が 、 そ れ は 私 も 敵 と 100 回 章 遇 し て よ 
くわ か っ た 。 農 民 の 格好 を し た 兵士 の グル ー プ が 「 フ ィ デ ル ・ カ スト ロロ 万歳 ! 」 と 叫び な が ら や っ て 来 た と 

き 、 我 が 国 の 国民 は 両手 を 広げ て 彼ら を 迎え まし た 。 そ の 後 、 兵 士 た ち は 隠 れ て いた 場所 か ら ピ スト ル を 抜 

き 、 山 中 で 多く の 人 に 囲ま れ て いる と 言っ て 私 た ちの 部 下 を 逮捕 し まし た 。 戦 争 の トリ ッ ク に 不慣れ な 私 た 
ちの ゲリラ は 、 経 験 の 浅い すべ て の 軍隊 が か か りや すい 帝 怖 と いう 病気 に 悩ま され て いま し た 。 残 り は よく 知ら 
れ て いま す 。 彼 ら は 捕虜 と な り 、 肉 屋 の カウ リー 大 佐 が カリ クス ト *・ サ ンチ ェ ス に いた 者 全員 を 暗殺 し た 。 

カウ リー は その 後 、 独 立 記念 日 運動 の 英雄 的 な 散弾 銃 手 に よっ て 倒さ れ た 。 カ リク スト サン チェ ス の 前 衛 部 

隊 の 7 人 の み が 指 揮 を 執っ た 
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エク トル ・ コ ル ニ ー ヨ に よる と 、 こ の 戦闘 を 生き 延び 、 後 に 彼ら の ほとん ど が シエラ マエ スト ラ 部 隊 に 加わ っ た 。 


21. ゲリラ 部 隊 は 水陸 両用 上 陸 後 に 何 を すべ き で すか ? 
浜辺 に 到着 し た ら 、 隠 れ 場 所 と し て 最も 高い 尾根 に 向かっ て 行進 し ます 。 も ちろ ん 、 降 ろ し た 重量 物 を すべ て 適切 に 隠し た 
上 で で す 。 内 陸 へ 秘密 裏 に 移動 する こと に 成功 し た ら 、 私 た ち は 資 材 を 携え て 高地 の さら に 安全 な 場所 に 隠れ ます 。 


22. 女性 が 参加 で きる 仕事 を いく つか 教え て くだ さい 。 

彼ら が 実行 で きる ミッ ショ ン の 一 部 を 以下 に 示し ます 。 

1. ゲ リラ 部 隊 ご と に 従者 か ら な る 小隊 を 編成 する 。 

2. 前 線 と 側面 に 偵察 員 と し て の 役割 を 果たす 2 人 組 の 人 々 を 配置 する 。 

3. 指揮 所 に 適切 な 職員 の 状況 報告 を 行う た め の 連 絡 ペ ア を 提供 する 。 

4. サイ ド と の コン タク ト を 維持 する た め に ラン ナー と し て 機能 する 。 

5. 我々 の 支配 領域 か ら 敵 を 械 か す (一 掃 す る ) た め の 大 規模 な 小隊 を 提供 する こと 。 こ の 仕事 は 、 
頻繁 に 行わ れる こと 。 

6. 他 の 小隊 は 、 指 揮 官 が 要求 する ハン マー、 釘 、 の こざ ぎり 、 つ る は し 、 シ ャ ベル 、 く わ 、 有 刺 鉄 線 、 食 料 、 水 筒 、 空 き 郊 や ブリ キ 
缶 、 タ イプ ライ ター の 貸し 出し を 求め る こと が で きる 。 

7. 奉仕 を 行う の に 適し た 年 齢 の 男性 と 女性 の 両方 の ボラ ンティア の リス ト を 作成 する 人 も いま す 。 


8. ゾー ン 内 の 人 々 の 政治 的 傾向 を 調査 する た め の 政 治 グ ルー プ を 結成 する 。 

9. 状況 報告 、 計 画 、 選 択 さ れ た 縮尺 地図 、 詳 細 な 作戦 情報 を 作成 し ゲリラ 活動 の 記録 を 保管 し 、 国 民 に 向け て 演説 する 準備 
が で き て お り 実行 で きる 個人 を 選択 する た め 。 

等 

10. 芸術 的 才能 、 文 章 の 才能 、 お よび 衝撃 的 な 広告 に 関す る 知識 を 持つ 人 は 、 宣 伝 ユ ニッ ト で 働く こと が で きま す 。 音 命運 
動 の プロ パガン ダ は 、 他 の 潜在 的 な 革命 家 に 語り か け 、 状 況 の 重大 さと その 過酷 さ を 伝 えな けれ ば な り ま せん 。 


解決 

11. 革命 思想 の 宣伝 部 隊 を 結成 し 、 広 場 や 広場 で 集会 を 開く 。 

他 の 場所 。 

12. 秩序 を 課 し 、 強 盗 、 略 春 、 違 反 、 虐 待 を 防止 する た め に 、 女 性 が 参加 する 警察 小隊 を 結成 する こと 。 


13. 当社 の 資料 の 保管 場所 を 提供 し 、 保 護 す る た め 。 

14. 女性 は また 、 私 た ち が ま だ 支配 し て いな い 都市 か ら 完全 な 情報 を も た ら す た め に も 利用 され る で し ょ う 。 

彼ら が 同じ 使命 を 持っ て いる こと を 知ら ず に 、 彼 ら の 多く を 同じ 場所 に 送り 込む こと で 、 よ り 完 全 で 相互 に チェッ ク さ れ 
た 情報 が 得 ら れる で し ょ う 。 

15. 水 輸送 人 員 、 補 給 官 要員 、 お よび 食料 品 の 配布 者 を 組織 する 。 

女性 。 

16. 女性 は 看護 師 や ヘル パー の 部 隊 を 形成 する た め に 利用 で きる 。 

17. 無線 従事 者 の セク ショ ン を 編成 する 。 

18. 訓練 され た 犬 を 使用 し た 報告 書 提出 部 門 を 設置 する こと 。 
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19. 料理 人 。 

20. クッ ク の 助手 。 

21. キッ チン 用 の 木製 キャ リア 。 

22. キッ チン の 食器 洗い 機 。 

23. キッ チン 用 の 給水 器 。 

24. 裁縫 師 。 

25. 衣類 アイ ロン 。 

26. 洗濯 屋 。 

27. 家 の 居 住 者 の 登録 者 (で きれ ば 女性 ) 。 

28. 風呂 番 。 

29. タイ ピス ト 、 要 請 の ある セク ショ ン へ の 配置 用 。 

30. 捕獲 し た 敵 の 衣類 の 分 離 、 保 管 、 管 理 。 

31. 病院 職員 。 

32. 列車 、 高 速 道路 、 橋 、 有 線 通信 な どの 破壊 工作 部 隊 を 結成 する 。 

33. 焼夷弾 の 投石 者 と 投 抑 者 の グル ー プ を 作る こと 。 

34. ス リン グイ ンス トラ クタ ー の チー ム 。 

35. 焼 静 ボ トル を 準備 し 、 ガ ソリ ン を 充填 する よう 指定 され た 選ば れ た グル ー プ を 提供 する 。 
適切 な 時 期 に 準備 が で きる よう に 、 蓋 を し ます 。 

36. 最も 勇敢 で 最も 知 的 な 女性 は 部 隊 を 編成 し て 英 の 中 に 行き 、 種 を まく べき で ある 
恐れ 。 

37. 統計 学者 。 

38. のこぎり 、 返 し 、 フ ェ ン ス の 杭 、 溝 の 床 を 作る た め に 大 工 の グル ー プ を 結成 する 。 
地面 が 濡れ て いる 手 簡 弾 の 箱 、 軒 壊 に レー ル を 取り 付け る た め の フ レー ム な ど 。 
39. グ ルー プ と し て 要塞 工事 用 の レー ル を 収集 する 。 

40. レー ル を 使用 場所 まで 運ぶ こと 。 

41. まだ 統治 され て いな い 村 か ら 人 々 を 連れ て くる 募集 隊 を 結成 する 。 
42. スパ イ 活 動 お よび 対 ス パイ 活動 セク ショ ン を 形成 する 。 

43. 旗 及 び 信 号 通信 部 を 構成 する こと 。 

44. 強化 工事 に は 、 利 用 可能 な ワー クシ ョ ッ プ を 利用 し ます 。 

45. 昼夜 を 問わ ず 救援 チー ム を 派遣 する 。 

46. 国民 の 間 で 利用 可能 な あら ゆる 乗り 物 で 騎兵 隊 を 編成 する こと 。 
47. 敵 航空 機 観測 員 。 

48. 溝 か ら 土 を 運ぶ た め の バ スケ ッ ト キ ャ リア 。 

49. 腕 ク リー ナー。 

50. コー ルド スチ ー ル ウェ ポン (切断 武器 ) 保 管 庫 。 

51. ガ ソリ ン 供 給 業 者 

52. 裏切り 者 の 捜査 。 

53. 食料 貯蔵 庫 。 

54. 道路 上 の 車両 に 対す る 焼夷弾 の 投射 。 

55. 飛行 場 の 設置 と 改善 の た め の 要 員 。 

56. 木 を 切る 人 。 
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57.「 作 戦 日 誌 」 の 管理 人 。 
58. 特 派 貞 。 

59. 手 紙 配達 人 

60. ツー ルキ ー パ ー。 


23. 結成 され た ば か り の ゲリラ 部 隊 が 最初 に と る べき 攻撃 行動 は 何で すか ? 

私 た ちの 区 域 に 到着 し た ら す ぐに 私 た ちの 最初 の 行動 は 、 敵 が 徒歩 で し か 移動 で き な い よう に 、 で きる 限 
り 多 く の 場 所 で すべ て の 道路 、 橋 、 鉄 道 、 石 油 源 を 遮断 する こと で す 。 

私 た ち は 彼 ら に 歩兵 の 役割 を 強制 し な けれ ば な り ま せん 。 彼 ら は わが 人 民 の 宴 頭 政 治 的 敵 に 奉仕 する 軍隊 で 
ある と いう 事実 に よる 劣っ た 訓練 と 土気 の 欠如 の た め 、 そ し て 彼ら の 闘争 心 の 欠如 の た め 、 彼 ら は より 強力 な 
力 を 持っ た わが 軍 よ り も 非常 に 劣る は ず で ある 。 

人 員 の 機動 性 と 効率 性 は 敵 よ り も 良い 状態 に あり ます 。 た と え 敵 が 何 二 人 も の 兵士 を 私 た ち に 投げ か け 

て きた と し て も 、 私 た ち は い か な る 状況 で も パニ ッ ク に 陥る べき で は あり ませ ん 。 彼 に 死傷 者 を 与え る 可能 性 
は 高まる だ ろう 。 も し 彼ら が 私 た ち を 追い 詰め る た め に 25 人 の 兵士 を 割り 当て た と し た ら 、15 人 か ら 

な る 私 た ちの ゲリラ チー ム に と っ て は より 危険 に な る で し ょ う 。 こ れ は 、 私 た ちの 後に 千 人 が いる より も 悪 
いで す 。 サ ン デ ィーノ は 7 年 間 、 多 く の 追っ 手 に も か か わら ず 一 度 も 追い 詰め られ る こと な く ア メリ カ 軍 と 
戦っ た こと を 常に 忘れ な いで くだ さい 。 

私 た ちの ヒー ロー が 戦っ て いた セゴビア 山脈 の 周囲 に 、 電 動 ユ ニッ ト と 数 十 の 無線 機 を 備え た 完 

全 に 訓練 され た 何 干 人 も の 兵士 た ち が 同 心 円 状 の 輪 を 飛ば し て いま し た 。 年間 に わた る 無駄 な 追求 の 
後 、 彼 ら は 彼 に 自ら の 条件 で 休戦 を 認め な けれ ば な ら な か っ た 。 ニ カラ グ ア の 愛国 者 アウ グスト ・ セ サル 

・ サ ン デ ィーノ は 、 セ ゴビ ア 高 原 を 離れ て すぐ に 暗殺 され た 。 


24. 私 た ち に 参加 し た い 農 民 は どう すれ ば よい で すか ? 
採用 担当 者 は 彼ら を 2 つの 異な る 部 門 に 編成 し ます 。 1 人 目 は 我々 が 全面 的 に 信頼 する 戦闘 上 で 構成 さ 
れ 、2 人 目 は 水運 搬 人 、 混 乱 部 隊 の 木 切 労働 者 、 


長い 行軍 の ポー ター。 熱 心 な 戦闘 願望 を 示し 、 疑 い の 余 地 の な い 経歴 を 持つ 個人 に は 、 ナ タ と 焼 
夷 弾 が 支給 され る 。 彼 ら は ナタ 隊 と 爆弾 処理 隊 の 一 員 と し て 我々 の 部 隊 と と も に 行進 する こと に な る 。 


25. いつ 敵 と 戦え ば よい で すか ? 

これ は ゲリラ 部 隊 に と っ て の 最大 の 質問 で す 。 答 え は 暗記 し 、 常 に 実践 する 必要 が あり ます 完璧 な ゲリラ 、 つ 
まり 我が国 人 民 の 革命 的 大 義 の 日 常 的 利益 に 最も よく 貢献 する ゲリラ は 、 決 し て 敵 を 戦闘 に 招待 し な い ゲ リ 
ラ で ある 。 彼 も 受け 入れ ませ ん 

それ は 、 有 利 な 場所 で 私 た ちと 対戦 する こと を 望ん で いる 敵 と 戦う と いう 挑戦 で す 。 す べ て の 優れ た ゲリラ は 、 
小競り合い や 待ち 伏せ で 、 敵 が 何ら か の 行動 を 疑っ て いる と き に 、 奇 襲 攻撃 を 行う べき で す 。 兵 士 た ち が 回 復 し 、 
私 た ちの 攻撃 を 撃退 する 準備 が で きた ら 、 私 た ち は 全 員 衰 退 す る は ず で す 

視界 の 外 に 置き 、 よ り 安全 な 場所 に 再 配 置 し ます 。 明 ら か に 、 あ ら ゆ る 行動 に お いて 、 私 た ち は 可 能 な 限り 大 き な 
犠牲 者 を 出 そ う と し て いま す 。 私 た ち は 敵 と の 視覚 的 な 接触 を 決し て 失う こと は あり ませ ん 。 つ まり 、 フ ィ 

ー ル ドグラ ス の 範囲 内 に 保ち な が ら 遠く か ら 敵 に 同行 し 、 常 に 敵 の 位置 を 認識 し ます 。 私 た ち が 毎晩 彼ら の 宿舎 に 
発砲 し な けれ ば 、 私 た ち は 義 務 を 果たし て いな いこ と に な り ま す 。 
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ゲリラ 。 優 れ た ゲリラ と は 、 部 下 が 英 の 砲火 に さら され な いよ うに する も の で ある 。 彼 は 迷彩 と 巧み な 戦術 で 
軍隊 が 見 えな いよ うに する 。 彼 は 昼 も 夜 も 敵 を 追い 詰め 、「 メヌエット , 戯 術 を 実行 し ます 。 つ まり 、 敵 が 後 
退 し た と き に 彼 は 前 進 し ます 。 英 が その 側面 で 我々 を 包囲 し よう と し て いる と さき 、 我 々 の 右側 に 後退 

する 。 私 た ち は 英 軍 と 常に 同じ 距離 を 保ち ます 。1 日 あたり 約 800 ヤー ド か ら 1,000 ヤー ド の 距離 を 保 

ち 、2 つま た は 3 つの 英軍 を 送り ます 。 

我々 の 狙撃 兵 が 夜間 に 可能 な 限り 近づい て 彼ら を 困ら せ 、 そ の 結果 、 最 も 多く の 死傷 者 が 発生 し た 。 


26. 警察 本 部 は どの よう に 攻撃 され る べき で すか ? 

本 社 が 幅 100 ヤー ド 、 長 さ 50 ヤー ド の 敷地 の 中 心 に 建て られ て いる 場合 、 建 物 と それ を 囲む フェ ンス の 間 
に は 50 ヤー ド の 空間 が 存在 し ます 。 ま ず 、 隣 接する 建物 を 射撃 で 占領 し 、 守 備 隊 を 避難 させ て 増援 と 外部 
の 助け を 待た な けれ ば な り ま せん 。 隣 接する 建物 を 占領 し 、 誰 も 逃げ られ な いよ う 本 部 の 周囲 に 小銃 兵 を 配 
置 し た ら 、 次 の よう な 攻撃 計画 を 開始 し ます 。 


占領 し た 建物 か ら 、 本 社 の 中 心 に 向かっ て トン ネル を 掘り ます 。 最 初 の 立志 が 完成 し 、 ト ン ネ ル が 始ま る と 、 
つる は し を 持っ た 二 人 の 男 が 肩 を 並べ て 高 さ 6 フィ ー ト の トン ネル を 掘ら せま す 。 そ れ ぞ れ が 1] 立方 ヤー ド 
の 土 を 掘り 出し ます 。 そ の 後 、 他 の 人 が シャ ベル や バス ケッ ト を 使っ て 土 を 素早 く 取 り 除く 間 、 彼 ら は 撤退 

し ます 。 ト ン ネ ル の 片側 に 緩い 土 が な く な る と 、 シ ャ ベル と バス ケッ ト の 作業 只 が 撤退 し 、 ピ ッ ク マ ン が 

再び 作業 を 開始 し ます 。 

これ に より 、 作 業者 全員 が 休憩 を と り 、 よ り 効 率 的 に 業務 を 遂行 で きる よう に な り ま す 。 ト ン ネ ル は 地下 に 掘ら 
れ て お り 、 幅 は ちょ うど 2 人 が 干渉 せ ず に 作業 で きる 程度 で す 。 す べ て は 可能 な 限り 高速 に 動作 し ます 。 監 督 
官 は 部 隊 の 動き が 鈍く な り そ う な と き に 彼ら を 救援 する 。 援 軍 が 日 中 に 守備 隊 に 到着 する の は ほぼ 不 可能 で あ 
る た め 、 お そら く 降 伏 す る だ ろう 。 す ぐに そう し な いな ら 、 ま ず 乗 っ 取る 目的 で 爆破 すべ きだ 。 第 二 に 、 他 の 警 
察 本 部 が すぐ に 降伏 する よう に と いう 教訓 と し て 。 作 業 を 急ぐ た め に 、1 本 の トン ネル だ け で な く 、 本 部 の 下 に 
つなが る 多く の トン ネル が 掘ら れる こと に な る 。 1 つの トン ネル で どの よう な 土 に 遭遇 する か は わか り ま せ 
ん 。 ま た 、 最 初 の 採掘 の 試み が 成功 する か どう か も わか り ま せん 。 2 回 目 、3 回 目 の 爆撃 が 必要 に な る か も 

し れ な い 。 爆 薬 に 点火 し た と き に 爆発 が 建物 の 下 で は な いこ と が 判明 し た 場合 、 準 備 を 整え て 待機 し て 

いる 兵士 を トン ネル に 送り 込み 、 火 口 か ら 守備 隊 に 到達 する か 、 少 な く と も 火口 を 占領 する 必要 が あり ます 。 
それ は 近く の どこ か に ある は ず で す 


建物 を 攻撃 する の に 適し た 場所 と し て 機能 する 可能 性 が あり ます 。 


これ ら の 作戦 に は 、 次 の チー ム が 必要 で す 。 ピ ッ ク を 担当 する 屈強 な 男 た ち 、 シ ャ ベル マン 、 バ スケ ッ ト マ 
ン 。 ラ ンタ ン や その 他 の トン ネル 照明 を 扱う た め の も の 。 ト ン ネ ル が 掘ら れ た 後に 補強 する 人 た ち 。 そ し 
て 最後 に 突撃 を 仕掛 ける 者 た ちと 、 爆 発 後に トン ネル を 駆け 下り る 兵士 た ち 。 


本 部 地下 で トン ネル 爆発 を 起こ す 前 に 、 仲 間 を 守る た め に 他 の 建物 か ら の 他 の すべ て の トン ネル 活動 を 停 

止 し な けれ ば な り ま せん 。 

私 た ち は 、24 時 間 体 制 の 警備 を 維持 し 、 軍 隊 だ け で な く 、 駐 屯 地 自体 か ら の 反撃 に も 常に 備え な けれ ば な り 
ませ ん 。 ま た 、 攻 撃 に よる 負傷 者 、 捕 虜 、 死 者 の 収容 に 必要 な 準備 も 事前 に 行い ます 。 一 人 の 男 が そう する だ ろう 
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私 た ち が 捕 獲 す る 可能 性 の ある すべ て の 機器 の 世話 を する よう 割り 当て られ ます 。 す べ て の 英 の 生存 者 は 、 彼 ら 
に 何 を すべ きか を 学ぶ た め に 徹底 的 な 尋問 を 受け ます 。 


最初 の 爆発 後 も 守備 隊 が 降伏 し な い 場 合 は 、 最 初 の トン ネル だ け で な く 他 の トン ネル で も 集中 的 に 作業 を 続 
け ま す 。 最 初 の 試行 が 失敗 し た 後 は 、 次 の 試行 の た め に 角度 を 修正 で きる は ず で す 。 2 回 目 の 爆 弾 が 投下 され 
る まで は 、 最 初 の クレ ー タ ー を 使用 し て 建物 の 居住 者 を 近く か ら 拘 束 す る こと が で きま し た 。 


本 部 が 占領 され た 後 、 和 私 た ち が ト ン ネ ル 作 戦 に 利用 し た チー ム は 次 の よう に な り ま す 。 

同様 の 作業 を 行う た め に 他 の ター ゲッ ト に 送信 され ます 。 私 た ちの ゾー ン の 守備 隊 が すべ て 陥落 し た と き 、 
これ ら の 専門 家 に は 私 た ちの 工兵 隊 の 仕事 が 与え られ る で し ょ う 。 ト ン ネ ル 掘 削 作業 の リー ダー は 常に 一 般 ス 
タッ フ に 進捗 状況 を 報告 し ます 。 


この セク ショ ン の 締め くく り と し て .、 世 界 の 有名 な 刑務 所 の すべ て か ら 、 男 た ち が 壁 の 下 を 掘っ た り 見 張り を 通り 過 
きた り し て 脱獄 し て いる こと を 心 に 留め て お いて くだ さい 。 


補遺 現代 で 

は 、 警 察 署 へ の 効果 的 な 攻撃 は 大 幅 に 変化 し まし た 。 

現在 で は 、 以 前 より も さら に 攻撃 の 速 さ に 依存 する よう に な り ま し た 。 十 分 な 規模 の 町 で は 、 確 実に 勝利 する に 
は 少な く と も 一 隊 の 男 が 必要 で ある 。 は っ た りや 策略 に 依存 する つも り が な い 限 り 、 現 実 的 な ゲリラ と し て は 
そん な も の に は 依存 し ませ ん 。 ゲ リラ 戦 の 原則 は 、 計 画 を 立て る と き 、 他 の 3 人 に 計画 の 失敗 点 を 分 析 し て も 
ら う こと で す 。 障 害 点 ご と に 、 そ の 点 で 障害 が 発生 し た 場合 に 備え た 3 つの 解決 策 を 考え 出し ます 。 警 察 

署 へ の 最も 効果 的 な 攻撃 方 法 は 次 の と お り で す 。 


爆発 物 を 使用 し な い 場 合 : ゲリラ 部 隊 は 複数 の チー ム に 分 か れ 、 監 視 を 同期 する 必要 が あり ます 。 警 察 署 の 
応答 時 間 も ゲ リラ に 記憶 され て いる は ず だ 。 爆 発 物 を 使わ ず に 警察 署 を 攻撃 する 場合 、 い くつ か の 目 


標 が ある は ず で す 。 
主 に この 攻撃 に 関与 し た ゲリラ の 逃走 、 第 二 に 警察 署 内 の 武器 庫 の 確保 で あっ た 。 第 三 に 、 彼 ら が 取得 し た 情報 
の 取得 。 


ゲリラ 運動 。 ゲ リラ 軍 は これ ら の 各 任 務 を 遂行 する た め に チー ム を 編成 する 必要 が あり ます 。 初 め 

で きる だ け 多 く の ユ ニッ ト を ステ ーション 自体 か ら 速 ざけ る 必要 が あり ます 。 こ れ は 、 数 人 の ゲリラ を 派遣 し て 

町 の 郊外 で 大 規模 な 火災 を 引き 起こ し 、 そ の 後 、 ゲ リラ の チー ム が 対応 する 警察 官 が 到着 し た と き に 待ち 伏せ さ 
せる こと で 達成 で きま す 。 第 二 に 、 変 電 所 と その 地域 内 の 携帯 電話 塔 を 無効 に する 必要 が あり ます 。 変 電 所 は マイ 
ラー 風船 に 対し て 脆弱 で あり 2 つの 送電 線 の 間 に 新た な 導管 を 形成 し 、 そ の 後 の 小 火器 の 発砲 や 火炎 瓶 に も 脆 
弱 で す 。 そ の 瞬間 に 警察 署 へ の 攻撃 が 始ま る は ず で す 。 こ の 任務 に は 3 つ 以 上 の チー ム が 必要 で す 。1 つ 

目 は 攻撃 チー ム を 援護 する 狙撃 兵 、2 つ 目 は ステ ーション を 襲撃 する 主力 攻撃 チー ム で 、 最 も 訓練 され た 戦闘 
機 で 構成 され 、3 つ 目 は 攻撃 チー ム で す 。 彼 ら を 追う 工兵 チー ム 。 工 兵 は すべ て の 貴重 な 情報 の 取得 と 武器 庫 

の 確保 に 責任 を 負い ます 。 
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これ ら の 男性 は 誕 、 バ ー ル 、 ボ ルト カッ ター、 攻 、 切 断 トー チ を 持っ て いる 必要 が あり ます 。 ほ と ん どの ゲ リ 
ラ と は 異な り 、 攻 撃 チ ー ム は 重 武 装 し な けれ ば な り ま せん 。 役 ら は あな た の ゲリラ 会 社 が アク セス で きる 
最高 の 武器 と 短 を 運ん で いる は ず で す 。 防 弾 チ ョ ッ キ 、 ラ イフ ル 用 の 徹 甲 弾 、 散 弾 銃 用 の スラ ッ グ が 支給 さ 
れる べき で ある 。 彼 ら は 手 箇 弾 、 フ ラッ シュ バン 、 発 煙 手 憎 弾 、 ク レイ モア 地雷 を 携行 する 必要 が あ 

り ま す 。 主 な 攻撃 で は 手 欄 弾 が 使用 され ます 。 

警察 緒 を 出る と クレ イモ ア 鉱 山 。 


敵 の 高位 将校 や 、 あ な た の 移動 中 に 情報 を 持っ て いる 人 物 を 偶然 捕らえ た 場合 は 、 一 時 的 な 場所 に 連れ て 
行き 、 そ こ で 別 の ゲリラ チー ム が 情報 を 抽出 し ます 。 ま た 、 捕 虜 の 身代金 を 要求 し た り 、 交 渉 の 手段 と し て 

も 貴重 な 情報 と な る 可能 性 が あり ます 。 彼 ら は 、 革 命 に と っ て 特に 深刻 な 敵 で あり 、 彼 ら の 処刑 は 体制 の 人 
材 貯蔵 庫 に 大 き な 打撃 を 与え る だ ろう と いう 例 と し て の み 取 り 上 げ ら れる べき で ある 。 


他 に も いく つか の ゲリラ チー ム が 2 つの 任務 を 担当 する 必要 が あり ます 。1 つ は 警察 署 を 襲撃 する ゲ 
リラ チー ム の 防御 、 援 護 射撃 、 そ し て 警察 署 に 援軍 が 到着 し な いよ うに する こと で す 。 あ な た の 最後 の 最も 
重要 な チー ム は 、 エ スケ ー プ ドラ イ バ ー の チー ム で す 。 

避難 経路 は 状況 に 応じ て 計画 する 必要 が あり ます が 、 い くつ か の 原則 は 同じ で す 。 障 害 点 ご と に 3 つの 
バッ クア ッ プ を 用 意 し ます 。 交 戦中 は すべ て の 車両 を 走行 させ 、 ゲ リラ 戦闘 機 を 脱出 位置 に 連れ て 行く 
準備 を し て お く < 必要 が あり ます 。 


そこ か ら と 戦闘 機 は 丘 に 後退 し 、 次 の エリ ア に 移動 し 始め る 必要 が あり ます 。 

すべ て の キャ ンプ 場 と 基地 は 数 日 前 に 人 で 埋め 尽く され 、 ゲ リラ が いた 痕跡 を 求め て 各 場所 が 掃討 さ 

れ て いた は ず だ 。 彼 ら が 田舎 で この 攻撃 を 計画 し た と いう 証拠 は 存在 し な い は ず で す 。 い くつ か の 
空 の アパ ー ト に 偽 の 証拠 を 詰め 込み 、 道 を 外し ます 。 シ ステ ム 豚 は 最も 明白 な 証拠 を 見 つけ 出し ます 。 彼 ら 
は あな た が 愚か で ある と 信じ た い の で 、 あ な た の 破滅 に つなが る いく つか の 手がかり を 残し ます 。 捕 獲 さ 
れ た すべ て の 弾薬 と 兵器 は 、 弾 薬用 、 爆 発 物 用 、 銃 器用 の 3 つの 別々 の 場所 に 運ば れ な けれ ば な り 
ませ ん 。 捕 獲 さ れ た すべ て の 弾薬 と 銃器 は 追跡 装置 が な いか 検査 され 、 識 別 マ ー ク が 剥が され な けれ ば 
な り ま せん 。 爆 発 物 を 取り 扱う 人 は 、 爆 発 物 の 取り 扱い と 手入れ に つい て 事前 の 知識 を 持っ て いる か 、 爆 発 
物 の 知識 を 持つ 人 か ら 訓 練 を 受け て いる 必要 が あり ます 。 こ れ ら の 弾薬 は すべ て 、 ゲ リラ 部 隊 が 必要 な 
場合 に 使用 で きる よう に 個別 に 保管 する 必要 が あり ます 。 


27. トン ネル か ら 攻 撃 す る 前 に 何 を すべ き で すか ? 
奇襲 攻撃 が 不可 能 な 場合 は 、 特 使 、 包 囲 さ れ た 者 の 妻 、 地 元 の 大 物 、 お よび 以前 の 攻撃 で 捕らえ られ た 
敵 の 捕虜 を 利用 し て 、 激 し い 心 理 作戦 を 実行 する 必要 が あり ます 。 
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28. 行進 中 の ゲリラ 縦隊 は どの よう に 構成 され て いま すか ? 

ゲリラ は 側面 ( 石 側 と 左側 ) を 紙 い 、 前 衛 部 隊 (先行 部 隊 ) を 形成 し ます 。 

本 隊 ) と 後衛 (後ろ か ら 守 る ) は 、 私 た ち を 助け る た め に ( 誰 も が そう すべ き で ある よう に / 志 願 し て くれ る 農民 、 そ し 
て ゲリラ 部 隊 自 体 の 軍隊 を 利用 し て いま す 。 


29. サー ビス 記録 に は 何 を 記載 すべ き で すか ? 
各 ゲ リラ が 戦っ た 日 付 と 場所 、 各 行動 に お ける 兵士 と し て の 評価 、 お よび その パフ ォ ー マ ンス で 何ら か の 表彰 を 受け た 
か どう か 。 最 も 価値 の ある 人 材 に 昇進 を 与え る た め に は 勤務 記録 を 正確 に 記録 する こと が 重要 で す 。 


30. 手 欄 絆 は どう や っ て 作る こと が で きま すか が か? 
空 の 練乳 向 を 用 意 し 、 内 部 を よく 乾燥 させ 、 ダ イナ マイ ト の キャ ッ プ と 釘 ま た は 小さ な 鉄片 を 入れ 、 火 花 が 出 な いよ うに 
滑ら か に 押し 、 瓶 に 入れ た り ぶ つけ た り し な いよ うに 注意 し て くだ さい 。 
缶 が いっ ぱい に な る まで 、 毎 回 優し く タ ン ピ ン グ し な が ら 、 他 の ダイ ナマ イト の キャ ッ プ と 破片 の 破片 を さら に 挿入 
し 続け ます 。 内 容 物 を で きる だ け 圧 縮 し た 後 、 木 製 ま た は 金属 製 の カバ ー を 缶 の 上 に か ぶせ ます 。 端 に 雷管 が 付い 
た 導火線 が ダイ ナマ イト に 接触 で きる よう に 、 カ バー に 穴 を 開け な けれ ば な り ま せん 。 信 管 に 点火 する と 雷管 が 爆発 
し 、 手 欄 の ダイ ナマ イト に 点火 し ます 。 


31. 地雷 は どう や っ て 作る こと が で きま すか ? 

一 定 の 長 さ の パイ プ を 用 意 し 、 溶 接 ま た は パイ プ キ ャ ッ プ を ね じ 込 ん で 一 端 を 密閉 し ます 。 ダ イナ マイ ト を 満 

た し 、 開 いた 端 を 覆い 、 キ ャ ッ プ に ヒュ ー ズ 用 の 小さ な 穴 を 残し ます 。 ダ イナ マイ ト に 接触 する 端 に 雷管 が 付い た 厚 さ 約 
1/8 イン チ の 管 を 挿入 し ます 。 ヒ ュー ズ の も う 一 方 の 端 に 、 塩 素 酸 カリ ウム と 砂糖 を 染み 込ま せ た 綿 の 塊 を 置き ます 。 次 
に 、 別 の 綿 の 玉 と 、 そ の 隣 に ある 硫酸 の 入っ た 小さ な ガラ ス 室 を ヒュ ー ズ チュ ー ブ に 挿入 し 、 ガ ラス の 容器 が し っ か り 
と 密閉 され て 酸 が 内 部 に 保 た れ て いる こと を 確認 し ます 。 次 に 突っ 込み ます 


プラ ンジ ャ ー 用 の 長 さ の 金属 また は 木材 で 、 管 内 を 簡単 に 滑り 落ち て ガラ ス を 割る こと が で きま す 。 

これ に より 酸 が 放出 され 砂糖 お よび 塩素 酸 カ リウ ム と 化学 反応 が 起こ り 、 炎 が 発生 し て ヒュ ー ズ と 雷管 に 点火 し ま 
す 。 プ ラン ジャ ー に ボー ド を 取り 付け た 状態 で 地雷 を 道路 に 設置 し ます 。 最 初 に 通過 する 車両 また は 歩行 者 が 点 

火 し ます 。 


警告 : 少量 の 塩素 ガス が 発生 する た め 、 屋 外 ま た は 煙 邑 の 中 で 行う 必要 が あり ます 。 

フー ド 。 ま た 、 金 属 製 の 鍋 も 貫 通し ます 。 フ ィ ー ル ド で 作成 する 場合 は 、 両 方 の 金属 が 必要 に な り ま す 。 
高校 の 基礎 化学 実験 室 で 使用 され る よう な ポッ ト と 強化 ガラ ス 製 の 容器 。 持 っ て いる 

火 を 起こ す 場所 の 上 の キャ ンプ スト ー ブ の 上 に 金属 製 の 鍋 を 置き ます 。 水 を 入れ て セッ ト し ます 
グラ ス が か ろう じ て 浮 く 程 度 に 入れ て くだ さい 。 塩 素 酸 カ リウ ム は 有用 な 酸化 剤 で あり 、 少 量 で す 。 
家庭 用 化学 薬品 を 使用 し て 簡単 に 量 を 作る こと が で きま す 。 ま ず は 大 量 に 沸騰 させ る こと か ら 始 め ま す 
家庭 用 洗濯 用 漂白 剤 を 少な く と も 0.5 リ ッ ト ル 、 結 晶 が 沈殿 し 始め る まで 加え ます 。 す ぐに 服用 し て くだ さい 
加熱 を 止め て 冷まし ます 。 冷 め た ら 、 塩 化 カ リウ ム の 飽和 溶液 を 作り ます 。 

塩化 カリ ウム は 、「 ナ トリ ウム を 含ま な い . 起 の 代替 品 と し て 販売 され て いま す 。 さ て 、 漂 白 剤 が 冷め た ら 、 
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同 量 の 塩化 カリ ウム 溶液 を 量り 、 沸 騰 し た 漂白 剤 に 注ぎ ます 。 

溶液 で す が 、 結 晶 を 混ぜ な いで くだ さい 。 混 合 物 を か き 混 ぜ 、 最 終 的 に は 塩素 酸 カ リウ ム を 生成 し ます 。 
結晶 が 析出 し て きま す 。 漂 白 剤 に 含ま れる 次 亜 塩素 酸 ナ トリ ウム は 不 均衡 に 生成 され ます 。 

塩化 ナトリウム と 塩素 酸 ナ トリ ウム 。 塩 化 カ リウ ム を 加え る と イオ ン が 交換 され 、 

塩素 酸 カ リウ ム が 沈殿 し ます 。 


32. 時 限 爆弾 は どう や っ て 作る の で すか ? 
地雷 と 同じ シス テム を 使用 し 、 目 覚まし 時 計 付 き の プ ラン ジャ ー を 駆動 する 接続 を ヒュ ー ズ に 適合 させ ます 。 も ちろ 
ん 、 そ の 警鐘 は 取り 外さ れ ま す 。 


33. 層 発 性 焼夷弾 は どう や っ て 作る の で すか ? 

小さ な 瓶 に 硫酸 を 入れ 、 布 か 新聞 紙 の 塊 で 療 を し ます (1 ペー ジ ) 。 紙 は ゴム バン ド で ボトル に 取り 付け られ て 
いま す 。 飛 び 出 た カバ ー の 端 を 切り 落と し ます 。 こ れ は 、 こ の 材料 中 の 酸 が 無駄 に な ら な いよ うに する た め に 行わ れ 
ます 。 次 に 、 最 初 の ボトル の 上 部 が 収まる よう に 、 少 し 大 き な 口 を 持つ 別 の 小さ な ボトル を 用 意 し ます 。 2 番目 の 
ボトル に 塩素 酸 カ リウ ム 大 さじ 12 杯 と 普通 の 砂糖 4 杯 を 入れ ます 。 砂 糖 と 塩素 酸 カリ ウム を 混ぜ ます 。 次 に 、 最 初 の 
ボトル を 逆さ ま に し て 2 番目 の ボトル の 口 に セッ ト し ます 。 酸 は 紙 や 布 を 侵食 し 、 塩 素 酸 カリ ウム と 砂糖 に 達する 
と 、 色 と り ど り の 長く < 持続 する 大 き な 炎 を 生成 し ます 。 可 燃 物 の 隣 に ボトル を 設置 する と いう 予防 措置 を 講じ 

て いれ ば 、 確 実に 火災 が 発生 し ます 。 


34. 酸 単 独 の 代わ り に 酸 と グリ セリ ン を 使用 する と どう な り ま すか ? 
酸 に 対す る グリ セリ ン の 量 に 応じ て 、 爆 弾 の 作用 は 最大 5 ~ 6 日 性 れる 可能 性 が あり ます 。 さ ま ざ ま な 混合 物 を 
使用 し た 実験 を 行っ て 、 さ ま ざ ま な 期間 で の 配合 を 確立 する 必要 が あり ます 。 


35. 最大 の 遅延 を 得る に は どう すれ ば よい で すか ? 

上 部 に サイ フォ ン を 備え た 蓋 付 き ボ トル に 硫酸 を 入れ 、 内 部 の 酸 の レベ ル よ り も は る か に 低い 位置 に 達し ます 。 

酸 は 空気 と 接触 する と ゆっ くり と 蒸発 し 、 そ の 結果 サイ フォ ン が 蒸気 で 満た され ます 。 そ の 人 後 、 蒸 気 が 凝 縮 し 

て 隣接 する ボトル 内 の 塩素 酸 塩 に 滴下 し 、 燃 焼 が 発生 し ます 。 こ の よう な 爆弾 は 、 数 週間 また は 数 か 月 後に 爆発 する 
よう に 設定 で きま す 。 


36. 軍用 時 信管 の 原理 は 何で すか ? 

数 日 、 数 週間 場合 に よっ て は 数 か 月 後に 結果 を も た ら す こと が で きる 軍事 時 信管 は 、 現 代 の すべ て の 軍隊 で 使用 さ 
れ て いま す 。 ト リガ ー 装 置 は 、 圧 縮 さ れ た スプ リン グ 上 の プラ ンジ ャ ー で 構成 され ます 。 酸 が ワイ ヤー を 侵食 し て スプ 
リン グ を 圧縮 し ます 。 ワ イヤ ー が 切断 され る と 、 解 放さ れ た スプ リン グ が プラ ンジ ャ ー を 可燃 性 の 酸 の 入っ た プ 

ライ ミン グチ ュー ブ 内 に 押し 込み 、 ボ ン ベ べ を タッ チオ フ し ます 。 こ れ は 

1943 年 に ヒト ラー に 対す る 反逆 者 た ち が 使用 し た 爆弾 の 一 種 。 総 統 機 を 爆破 する 試み は 、 警 戒 し て いた 乗組 員 が 
爆弾 を 発見 し た た め 和 失敗 に 終わ り ま し た 。 
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37. 焼夷弾 は どう や っ て 作る の で すか ? 

我々 の 勝利 を 確実 に する た め に 大 衆 は 焼夷弾 を 使用 すべ き で ある 。 す べ て の 男性 、 女 性 、 子 供 は それ ら に 対処 す 
る 方 法 を 知っ て お く < 必要 が あり ます 。 全 員 を 戦闘 員 に 変え 、 専 制 政治 を 擁護 する 者 た ち に 何 千 も の 焼夷弾 を 投 
げ つ けれ ば 、 我 々 の 前 に 立ち は だ か る 敵 は 存在 せ ず 、 勝 利 は 必ず 我々 の も の と な る だ ろう 。 


焼夷弾 は 、 あ ら ゆ る 種類 の 瓶 、 ボ ロ 導 火 線 、 ガ ソリ ン を 使っ て 作る こと が で きま す 。 こ れ ら は どの 街 で も 簡単 に 見 
つけ る こと が で きま す 。 ボ トル に ガソリン を 入れ 、 布 を 入れ ます 。 ど の サイ ズ で も 

底 に 達し 、 光 に 少し 突き 出 て いる 程度 まで に し て くだ さい 。 ボ トル は コル ク 柏 、 紙 、 布 で 閉じ られ ます が 、 開 けた ま 
ま に す る こと も で きま す 。 導 火 線 に 点火 し 、 ボ トル を ター ゲッ ト に 投げ ます 。 硬 い 表面 に 当たる と 割れ て ガス 

が 溢れ 出 て 発火 し ます 。 最 初 に 大 き な 炎 と 小さ な 爆発 が 発生 し ます が 、 た と え 投げ 手 が 近 くに いた と し て も 、 投 
げ る 人 に ダメ ー ジ を 与え る こと は で きま せん 。 

ボトル 内 の ガソリン の 量 に 応じ て 、 炎 は 数 分 間 持 続 し ます 。 導 火 線 に 火 が つい た ボトル は 、 カ バー を 外し て い 
て も し て いな く て も 爆発 する こと は あり ませ ん 。 ボ トル が 開い て いる か 蓋 が され て いる か 、 ガ ス が 容器 の 3 分 
の 1、 半 分 、 ま た は 3 分 の 2 を 満た し て いる か 、 ボ トル が 何時 間 も 持ち 運ば れ て いる か どう か は 関係 あり 

ませ ん 。 手 の 中 で 爆発 する こと は あり ませ ん 。 


私 た ち が こ の こと を 強調 する の は 、 将 来 爆 書 を 投げ る 人 た ち に 、 こ の 爆弾 に よっ て 負傷 する の は 受け 取っ た 側 だ 
け で ある こと を 知っ て も ら う た めで す 。 た だ し 、 投 げた と き に ガソリン が 地面 に に ぼれ ず 、 す べ て が 目標 に 当たる 
よう に 、 ボ トル に 蓋 を する こと を お 勧め し ます 。 推 奨 さ れる トレ ー ニ ング 演習 に は 、 最 初 に 水 の 入 っ た ボトル を 
使用 する こと が 含ま れ ま す が 、 実 際 に は 毎回 ヒュ ー ズ に 点火 し ます 。 厚 い ガ ラス 瓶 を 使っ て 、 柔 ら か い 地 面 の 上 で 
で きる だ け 遠 くま で 投げ る 練習 を し ます 。 耕 され た 土 は 練習 に 適し た 「 範 囲 」 を 作り ます 。 し た が っ て 、 同 じ ボ トル 
を 何 度 も 使用 し て 、 精 度 と 距離 を 毎日 練習 する こと が で きま す 。 そ の 後 、 さ ま ざ ま な サイ ズ の ボトル で 練 

習 し て 、 汎 用 生 を 高め ます 。 実 際 の 戦闘 状況 で は 、 タ ー ゲ ッ ト に 到達 する 際 に 破砕 する の に 必要 な エネ ルギー が 
少な いた め 、 薄 肉 の ボ トル が 最適 で す 。 


焼夷弾 は 、 炎 が 敵 の 目標 を 照ら し 、 爆 弾 投下 の 位置 を 見 え に く くす る の で 、 夜 間 に 使 用 する と 効果 的 で す 。 


町 の 軍事 駐屯 地 を 攻撃 する と き 、 革 命 家 は 次 の よう に 進め る べき で ある : あ ら か じ め 決 め ら れ た 時 間 に 全 員 が 周 
囲 の 平屋 根 の 建物 すべ て に 現れ る 。 5 分 後 、 全 員 が 建物 の 壁 すべ て に 焼夷弾 の 雨 を 降ら せ 、 ド ア や 窓 を 攻 

撃 し よう と し まし た 。 街 頭 の 革命 家 も 同時 に 爆弾 を 壁 に 投げ つけ 、 同 じ 主 な 標的 を 狙っ て いる 。 街 頭 に い 

る 人 た ち も 、 


石 を 投げ た り 、 ド ア 、 バ ルコ ニー、 窓 を 撃つ た り し ます 。 


警察 や 兵士 が 出動 すれ ば 、 住 民 全 員 、 特 に 屋上 に いる 人 た ちか ら 銃 弾 、 石 、 爆 逮 が 浴び せら れる だ ろう 。 こ れ 
ほど 多勢 に 無 勢 で は 、 守 備 隊 は 一 つも 持ち こたえ る こと が で き な い 。 
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駐屯 地 が 木造 の 場合 、 焼 夷 弾 は どこ に 命中 し て も 効果 を 発揮 し ます 。 た だ し 、 こ の 場合 で も 、 ド ア と 窓 が 主 な 
ター ゲッ ト で ある 必要 が あり ます 。 す で に 十分 に 火 が 通っ つて いれ ば 、 キ ャ ッ プ の な い ボ トル で あっ て も 、 
最初 に ヒュ ー ズ に 点火 する こと な く 使用 で きま す 。 ガ ソリ ン は 和 缶 や 土鍋 に 入れ る こと も で きま す 。 半 飼い や 田 
舎 者 と 同じ よう に 、 単 命 家 に も 石 投げ の 練習 を させ て 、 ガ ソリ ン 爆 弾 を 投げ つけ る の は 良い こと 

だ 。 長 さ 2 マ ヤード の ロー プ で スリ ング を 真ん中 に 作り ます 


ミサ イル が 置か れ て いる 場所 に 、 缶 厚手 の 布 、 ま た は 革 製 の ポー チ (ハン ド バ ッ グ な ど ) を 取り 付け ます 。 次 
に 、 ロ ー プ の 一 端 を 右手 首 に 結び ます 。 ガ ソリ ン ボ トル を ポー チ に 入れ ます (また は 、 ロ ー プ の 中 央 の 部 分 的 
に 織 ら れ て いな い 幅 の 広い 部 分 に 入れ て も ) 。 

ロー プ の 両端 を 掴み 、 瓶 を 頭 に か け て スリ ング を 振り ます (丘陵 地帯 ひ 人 人 々 の よう に ) 

豚 、 雄 牛馬 を 殴り た いと き は 、 ス ピー ド が 上 が る まで や り 直 し て くだ さい 。 準 備 が で きた ら 、 狙 い を 定め て ロ 
ー プ の 自由 端 を 放し 、 発 射 体 を ター ゲッ ト に 打ち 込み ます 。 

つま り 、 練 習 し て いれ ば の 話 で す ! 


スリ ング を 使っ た 爆弾 投げ の 練習 に 費やす 時 間 は 本 当 に 価値 が あり ます 精密 爆弾 の 射撃 手 は 手 投げ の 
射手 より も は る か に 価値 が ある た め 、 革 命 の 大 義 に と っ て 非常 に 貴重 な 存在 に な る こと が で きま す 。 
焼夷弾 を 投げ る 別 の 方 法 は 、 子 供 た ち が 鳥 を 狩る と き に 使用 する パチ ンコ に 似 た 大 き な 発 射 装置 を 使用 す 


る こと で す 。 も ちろ ん 、 ゴ ム バ ンド は より 重く 、 よ り 強 力 で な けれ ば な り ま せん 。 


町 の 愛国 者 は 、 手 、 石 投げ (パチンコ で 火 を 放つ こと に 熟練 する 必要 が あり ます 。 そ の 後 、 お 互い に コン テス 


ト に 参加 し ます 。 言 うま で も な く 、 こ れ ら すべ て は 警察 の 疑い を 招 か な いよ うに 、 最 大 限 の 秘密 の 下 で 、 可 能 な 限 


り 騒音 を 最小 限 に 抑え て 実行 され る 必要 が あり ます 。 革 命 が 起 こる と 、 こ れ ら の 射撃 手 は 最前 線 に 立つ こ 
と に な る 。 


時 命 の 日 が 来 た ら 、 こ れ ら の 部 隊 は 町 の 守備 隊 、 家 々 、 そ の 他 英 が 守っ て いる 場所 を 攻撃 すべ き で ある 。 あ な 
た の 町 の すべ て の 敵 の 拠点 が 即座 に 破壊 され た 場合 、 爆 発 物 処理 班 全員 が その 直後 に 、 彼 ら の 活動 

が 必要 な 他 の 地域 に 一 斉 に 報告 する 必要 が あり ます 。 す べ て の 目標 (町 の 守備 隊 、 兵 舎 、 砦 な ど ) の 占領 に 成 
功 し た 場合 革命 軍司 令 部 は それ ら を 高速 道路 に 割り 当て 、 そ の 地域 を 移動 する すべ て の 車両 を 遠隔 か ら 攻 
撃 し ます 。 こ れ ら の 操作 を 実行 する の が 最適 で す 


日 中 、 そ し て 待ち 伏せ か ら 。 他 の 爆弾 投 抑 者 は 、 敵 部 隊 が 高速 道路 か ら 最 初 の 攻撃 者 を 追跡 し た 場合 に 
防御 する 準備 が で き て いる 必要 が あり ます 。 


理想 的 に は 、 す べ て の 革命 家 、 男 性 、 女 性 、 ま た は 子供 (12 歳 以 上 ) が 焼夷弾 の 扱い 方 を 知っ て いる べき で 
す 。 こ の 目標 を 達成 する に は 、 水 を 入れ た ボトル を 使っ て 練習 し な い 日 は あり ませ ん 。 民 衆 の 敵 か ら の 最終 的 
な 解放 の 戦い に 備え る た め に 、 す べ て の 革命 家 は 、 ガ ソリ ン 、 古 布 、 マ ッ チ を 保管 する だ け で な く 、 で き 

る 限り すべ て の 空 の ボトル を 収集 し 続け る べき で あり (購入 する こと も ある ) 重要 な 日 に 備え て 何 も 欲 

し く な いも の が 到着 し ます 。 空 き 缶 や ダン ボー ル 箱 に は 紙 を し っ か り と 敷き 、 
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液体 は 入っ て こない の で 保管 し て くだ さい 。 瓶 や ポッ ト が 無い 場合 は 木 箱 で も 製作 可能 で す 。 


チー ム ワ ー ク に より 効率 的 な 焼夷弾 攻撃 が 可能 に な り ま す 。 同 志 は 爆弾 投げ を 手助け すべ きだ 。 コ ン テ ナ に ガソリン を 充 
填 す る 人 も いま す 。 他 の も の は ヒュ ー ズ に 刺さ っ て いま す 。 コ ルク で ボトル を 閉め る 人 も いま す 。 

紙 ま た は 布 。 そ し て さら に 他 の 人 は ヒュ ー ズ に 火 を つけ ます 焼夷弾 に よる 攻撃 が あっ た 場合 、 警 察 や 兵士 が 
熱 と 炎 で 避難 所 か ら 追 い 出さ れ た と き 、 ラ イフ ル 、 ピ スト ル 、 石 で 発砲 され 、 当 然 の 温か い 歓迎 が 受け られ る 
よう に 、 国 民 は し っ か り と 隠さ れる べき で ある 。 


砲撃 後 、 ま だ 降伏 し て いな い 敵 が 駐屯 地内 に 残っ て いる 場合 は 、 攻 撃 す る 部 屋 を 分 割 す る こと に 

注意 し な が ら 、 志 願 兵 の ナタ の 小隊 が 突入 する 必要 が あり ます 。 メ イン の 廊下 の み を 進む び 人 も いれ ば 、 左 側 
の 部 屋 に 行く 人 、 右 側 の 部 屋 に 行く 人 も いま す 。 部 屋 の 敵 の 住人 を 排除 し た ら す ぐに 、 床 か ら 1 ヤ ー ド 以内 の 
導 を 開け て 、 隣 の 部 屋 に いる 仲間 に 自分 た ち が そ こ で 指揮 を 執っ て いる こと を 知ら せ 、 彼 ら に 対し て 焼夷弾 
を 使用 し な いよ うに すべ き で ある 。 守 備 隊 の 一 方 が 我々 の 権限 に ある と き 時 命 家 た ち は 街 頭 に 出 て 、 反 対 
側 を 攻撃 し て いる 他方 を 支援 すべ き で ある 。 こ れ に より 英 の 砲撃 と 内 部 の 我 が 軍 の 注意 を 引き つけ 、 包 囲 の 
負担 を 分 担 す る こと に な る 。 


38. さま ざま な ゲリラ 部 門間 で コミ ュ ニ ケー ショ ン を どの よう に 組織 で きま すか ? 

私 た ちの 運用 で は 、 バ ッ テ リ ー 駆 動 の 最も 軽い 通信 機器 の み に 限 定 さ れ て いま す 。 放 送 中 は 、 コ ミュ ニ 

ケー ショ ン の 速度 と 安全 性 を 保証 する た め に 、 メ ッ セ ー ジ を 明確 か つ 要 点 を 保っ て くだ さい 。 現 場 の グル ー プ 
は 相互 に 直接 か つ 非 公開 で 通信 する 必要 が あり ます 。 各 グル ー プ は 小型 の 送受 信 機 を 持ち 、 事 前 に 

決め られ た 波長 で 連絡 を 維持 する 必要 が あり ます 。 非 友好 的 な 領域 に 予備 侵入 する 場合 、 こ の 基本 

的 な 通信 シス テム を 複雑 に する こと は お 勧め で きま せん 。 無 線 セ ッ ト は 購入 また は 構築 で きま す が 、 使 用 す 
る 前 に 徹底 的 に テス ト す る 必要 が あり ます 。 


39. ゲリラ は 現在 の 展開 を 上 司 に どの よう に 報告 すべ き で すか ? 

各 ゲ リラ 指導 者 は 、 そ の よう な 出来 事 を 3 枚 の 異な る 紙 に 報告 する 必要 が あり ます 。 そ の うち の 1 つ は 
貴重 な 人 事情 報 を 提供 し 、 も う 1 つ は 署名 の 時 点 で 手元 に ある 資材 を リス ト し 、3 つ 目 は 部 門 か ら の 政治 的 
軍事 情報 に 関す る も の で す 。 こ の 最後 の 報告 書 に は 、 最 新 の m、 敵 軍 の 動き 新た に 加わ っ た 兵士 、 情 報 提供 
者 や スパ イ に 関す る デー タ な ど が 含ま れる 可能 性 が あり ます 。 こ れ ら の 3 つの 部 分 は 、 人 事 部 門 、 物 資 兵器 
部 門 、 情 報 部 門 の 責任 者 に 送信 され ます 。 そ れ ぞ れ 。 


40. 隣接 する セク ター の ゲリラ は 互い に どの よう に 通信 すべ き で すか ? 

彼ら は 自分 た ちの 強 さ と 物資 の 状態 を 報告 する 必要 が あり ます 。 こ れ ら の 報告 は 、 絶 大 な 信頼 を 寄 

せる 連絡 担当 者 に よっ て 口頭 また は 直接 届け られ る べき で す 。 役 貞 は 、 

また 、 上 司 か ら 、 自 分 の 部 隊 と 別 の 部 隊 、 場 合 に よっ て は 他 の 2 つの 部 隊 を 含む 統合 作戦 の 日 時 を 設定 す 
る 権限 も 与え られ て いま す 。 
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41. レポ ー ト は コー ド で 作成 する 必要 が あり ます か ? 

敵 に 捕捉 され る 可能 性 の ある メッ セー ジ を コー ド 化 する こと を お 勧め し ます 。 通 常 、 重 複 し た メッ セー ジ が 特殊 な 言語 
で キャ スト され て 送信 され ます 。 2 人 の 男性 、 ま た は さら に 良い こと に 、2 人 の 少年 が 異な る 時 間 に 同じ メッ セー ジ 
を 伝え 始め ます 。 こ れ ら の ラン ナー は 、 そ の 地域 の 出身 者 賢い 仲間 、 そ し て 足 の 速い 人 で な けれ ば な り ま せん 。 


42. ゲリラ 会 社 を 補う も の は 何で すか ? 

中 隊 と し て 指定 され た 戦術 部 隊 に は 、 指 揮 官 で ある 大 尉 を 含む 125 名 が 所 属す る 。 中 隊 に は 4 人 の 中 尉 が お り 、 
それ で ぞ れ が 30 人 か ら な る 小隊 を 指揮 し ます 。 各 小隊 に は 2 人 の 軍曹 が お り 、 そ れ ぞ れ 14 人 か ら な る セク ショ ン を 
指揮 し ます 。 各 セク ショ ン に は 2 人 の 信長 が お り 、 そ れ ぞ れ 6 人 の 部 隊 を 指揮 し ます 。 


43. 大 隊 を 補う も の は 何で すか ? 

大 隊 に は 5 つの 中 隊 が あり ます 。 5 番目 の 中 隊 に は 、 料 理 人 、 手 伝い 、 機 械 工 、 理 容 師 、 仕 立て 屋 、 靴 屋 、 事 務 員 、 お よび 
仕事 の 性 質 上 、 指 導 や 日 常 活動 か ら 解放 され る すべ て の 人 が いま す 。 も ちろ ん 、 こ の 会 社 で も 、 ゲ リラ 戦争 が 内 戦 

に 近い 規模 に な っ た と き に は 任務 に 就く 。 他 の 点 で は 、5 番目 の 会 社 は 他 の 会 社 と 似 て いま す 。 大 隊 を 担当 する 将校 
は 少佐 で す 。 


44. すべ て の ゲリラ 企業 が これ と 同じ 補完 を 維持 する 必要 が あり ます か ? 

すべ て の ユニ ッ ト を 完全 か つ 正 確 に 制御 する に は 、 そ れ が 不可 欠 で す 。 す べ て の ユニ ッ ト が 同じ サイ ズ で あれ ば 、 い つ で 
も 自分 の 総合 力 を 知る こと が で きま す 。 た と えば 、 補 給 官 は 次 の こと を 行う 必要 が あり ます 。 

計算 する まで も な く 、3 つの 中 隊 に 正確 に 375 人 の 従業 員 が 所 属し て いる こと が わか り ま す 。 こ れ に より 、 
すべ て の ユニ ッ ト が 、 要 求 され た パフ ォ ー マ ンス に 平等 に 貢献 で きる よう に な り ま す 。 人 員 が 不足 し て いる 企業 で は 、 従 
業 員 が 十分 に 配置 され て いる 企業 と 同じ 結果 を 得る こと は 期待 で きま せん 。 

も う ひ と つ 重 要 な こと は 、 非 効果 的 な 組織 に 関わ っ た こと で キャ リア を 妨げ られ る こと を ゲリラ は 望ん で いな いと いう 
こと で す 。 


45. あ な た の 褒め 言葉 が いっ ぱい な の に 、 ま だ 男性 が 余っ て いる と き 、 あ な た は どう し ます か ? 

この 事実 を すぐ に 直属 の 上 司 に 報告 し 、 ま だ 人 員 が 不足 し て いる 兵士 を 他 の 部 隊 に 送る よう 命令 で きる よう に し て 
くだ さい 。 す べ て の ユニ ッ ト が 最大 戦力 に 達し た 後 で も まだ 余力 が ある 場合 は 、 追 加 の 人 員 で 新しい ユニ ッ ト を 構成 
で きま す 。 


46. 機動 性 を 考慮 し た 理想 的 な ゲリラ 部 隊 は 約 15 名 で 構成 され て いる と 以前 に 述べ た 場合 、 な ぜ 今 、100 

名 の 中 隊 に つい て 話す の で し ょ うか ? 

な ぜ な ら 、 こ の 組織 は 戦闘 作戦 上 の 必要 性 と は 何 の 関係 も な いか ら で あ る 。 船 長 は 100 人 の 兵士 を 指揮 で きま す が 、 
全員 を 一 緒 に 使う 必要 は あり ませ ん 。 特 定 の 機会 に 、 

た と えば 、 小 規模 な 分 遣 隊 が 守る 軍 や 警察 の 駐屯 地 を 包囲 する 場合 ゲリラ 中 隊 全 体 を 攻撃 に 使う の が 得策 で す 。 と あ 
る 海域 で 活動 する 船長 
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ゲリラ スタ ッ フ に よっ て 彼 に 割り 当て られ た 部 門 で は 、15 人 の 男性 か ら な る 部 門 が 完璧 な ゲリラ に な る よう に 訓練 され て いま す 。 
彼 は 時 に は 中 尉 が 指揮 する 31 人 の グル ー プ を 利用 する こと も ある 。 


47. 戦闘 の 犠牲 者 を 補う た め の 最 良 の 手順 は 何で すか ? 

艦長 は 、 で きれ ば 敵 の 射程 外 の 戦略 的 拠点 に 訓練 基地 を 設け 、 新 参 ゲ リラ が この マニ ュ ア ル や その 他 必 要 な 情報 の 暗記 を 含 
む 集 中 訓練 に 時 間 を 費やす べき で ある 。 こ れ ら の 訓練 生 を 試験 し た 後 、 各 訓練 生 の 知識 、 適 性 、 謀 報 部 の 報告 書 に 基づい 

て ラン ク 付 けが 行わ れる 。 必 要 に 応じ て 、 欠 員 を 埋め る た め に 、 新 し い 兵 士 が 活動 部 隊 に 送ら れ ま す 。 


担当 の 船長 に 報告 し た 後 、 彼 ら は 恒久 的 な 任務 を 与え られ ます 。 


48. クロ ー ズ オー ダー と エク ステ ン デ ッ ド オー ダー ドリ ル と は 何で すか ? 

緊密 な 訓練 は 、 軍 隊 に 規律 の 習慣 を 植え 付け る こと を 目的 と し た 演習 の 一 種 で す 。 ゲ リラ は 、 そ れ が 誰 で あろ うと 、 自 分 の 意 

志 を 指揮 官 に 完全 に 委ね な けれ ば な り ま せん 。 緊 密 な 訓練 は 世界 中 の 軍隊 の 訓練 の 一 部 で す が 、 も は や 戦闘 で は 採用 され て い 
ませ ん 。 そ れ は 単なる 練習 の 予備 的 な 形式 で あり 、 良 い 結果 を も た らし ます 。 


拡張 命令 訓練 は 、 戦 闘 編隊 の さま ざま な 位置 に 部 隊 を 展開 する た め に 現場 で 使用 され ます 。 


49. 行軍 中 、 キ ャ ンプ 中 、 ま た は その 他 の と き に 敵 か ら 発 砲 さ れ た 場合 は 、 ど うす れ ば よい で すか 

あな た の 最初 の 動き で すか ? 

まず 最初 に や る べき こと は 地面 に 着く こと で 、 で きる 限り ショ ッ ト が 飛ん で くる 方 向 を 向い て 横たわる こと が で きま す 。 次 に 、 同 じ 
こと を する 仲間 か ら で き る だ け 距 離 を 置き ます 。 し た が っ て 、 英 の 射撃 が 狙っ た 射撃 を 外し た 場合 、 他 の 人 に 幸運 な 命中 が 起こ 
る 可能 性 は あり ませ ん 。 


その 後 、 手 の 届く 範囲 で 最適 な 保護 具 を 選択 し 、 身 を 守り ます 。 あ な た が 大 尉 また は 小 規模 部 隊 の 指揮 官 で ある 場合 は 、 

部 下 に も 避難 する よう に 命令 し て くだ さい 。 反 撃 す る の で は な く 、 反 撃 し て みて くだ さい 

で きる だ け 早 く 待 ち 伏せ か ら 抜け 出す 方 法 を 見 つけ て くだ さい 。 火 が 激 し す ぎ て 士気 の 欠如 、 ま た は こち ら の 反撃 を 恐れ て (お 
そら くそ うな る で し ょ う ) 英 が こち ら の 兵 を 斬り 落と さ な い 場合 あな た は じっと 座っ て 日 が 暮れ る の を 待つ か も し れ ま せん 。 
昼間 の 撤退 で は お そら く 多 すぎ る 死傷 者 が 出る だ ろう 。 暗 く な っ た ら 、 罠 か ら 抜け 出し ます 。 多 く の 人 は 、1990 年 代 に 米 
国内 の ウェ ー コ と ルビ ー リ ッ ジ で 警察 が 襲撃 さて た こと を 思い 出し ます 。 


シス テム 軍 に よっ て 、 ゲ リラ 戦争 に 対す る 準備 が 全く 整っ つて いな か っ た 。 こ の シス テム は フィ ー ル ド 内 で 専用 の ゲリラ と 戦う こと 
は で きま せん 。 ナ イベ ル ・ ギ ャ ング (ブラ バン ト ・ キ ラー ズ ) は 1980 年 代 に 武力 紛争 に 参加 し 、 ベ ルギー 憲兵 隊 か ら 逃 走 す る こと 
が で きま し た 。 準 備 さ れ た 方 は 、 

戦い は シス テム 攻撃 を 逃れ る こと が で きま す 。 
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50. 野原 で 死ん だ 人 や 負傷 し た 人 は どう すれ ば よい で し ょ うか 。 

時 間 が あれ ば 、 我 々 は 異教 の や り 方 で 死者 を 焼き 、 ま ず 負 傷 者 を 戦闘 現場 か ら 排 除 す る こと に 努め る 。 そ し て 可能 で あれ ば 、 
私 た ちの 同志 が 治療 を 施せ る 場所 に 連れ て 行か れ ま す 。 死 者 を 焼く 時 間 も 可能 性 も な い 場 合 、 私 た ち は 遺 体 を 離れ 

る 必要 性 に 直面 し な けれ ば な り ま せん 。 ど うし て も 必要 な 場合 、 私 た ち は 死 ん だ 仲間 を 放っ て お きま す 。 し か し 、 傷 つい た 者 は 
決し て いな い 。 真 の ゲリラ 戦士 は 、 必 要 と あれ ば 、 い つ で も 、 た と え 自 分 自身 に で も 、 死 を も た ら す 用 意 が な けれ ば な 

り ま せん 。 宗 高 な 死 は 戦闘 で 見 られ る こと も ある が 、 敵 の 手 に 落ち な いよ うに 自殺 する こと も ある 。 最 良 の 方 法 は 弾丸 に よる 

も の で す が 、 無 理 を する 場合 は シア ン 化 物 カ プ セ ル を 使用 する こと も で きま す 。 低 用 量 の シア ン 化物 は 、 死 に 至る 前 に 重 

篤 な 病気 を 引き 起こ し ます 。 投 与 量 を 変更 する と 、 受 信者 が 死亡 する まで の 速度 が 変わ る だ け で す 。 


51. 敵 と の 視覚 的 な 接触 を 失わ な いよ うに する に は どう すれ ば よい で すか ? 

撤退 する と き は 、 敵 を 監視 する た め に 1 人 か 2 人 (2 人 より も 1 人 の ほう が よい ) を 残し て くだ さい 。 

これ ら の 観察 者 は 決し て 敵 に 発砲 すべ き で は な く 、 敵 に 敵 が いる こと を 知ら せる た め に 何 も す べき で は あり ませ ん 。 
監視 され て いる 。 英 が 一 晩 キ ャ ンプ を し た と き 、 和 監視 員 の 一 人 が 報告 する 必要 が あり ます 。 

敵 の 位置 を 攻撃 し 、 夜 間 に 敵 を 攻撃 する た め に 兵士 の 一 部 を 派遣 で きる よう に する た めで す 。 


52. 敵 が 夜中 に 行軍 を 続け た 場合 、 私 た ち は 何 を すべ き で すか ? 

その 場合 私 た ち は 彼 の 視界 を 保ち な が ら 彼 に 従い ます 。 私 た ち が 彼 を 追跡 する た め に 派遣 する 部 隊 は 、 彼 が 行進 する 間 、 嫌 
が ら せ 戦 術 を 維持 し な が ら 、 可 能 な 限り 彼 に 近づき 続け る 必要 が あり ます 。 英 が 後 で キャ ンプ を し た り 、 休 ん だ り 食 事 を し た 
りす る た め に 立ち 止ま っ た と し て も 、 私 た ち は 敵 を 悩ま せ 続 け ます 。 


53. 嫌 が ら せ を する グル ー プ に は 何人 の 男性 が 含ま れる べき で すか ? 

非常 に 少な く 、 お そら く 2 つま た は 3 つ で す 。 残 り の 兵士 た ち は 眠 る べき で す 。 私 た ちの 狙撃 兵 は 、 囲 まれ な いよ うに 注意 し 
な が ら 、 一 晩 か け て 敵 に 向け て 発砲 し ます 。 狙 撃 兵 が 予期 せ ぬ 危険 を 財 さ ず に 任務 を 遂行 で きる よう 、 彼 ら が 休ん で いる 間 、 
私 た ち は 両 側面 を 援護 し ます 。 こ の 嫌がら せ は 毎晩 欠か さ ず 行わ れる べき で す 。 あ な た が それ を 見 逃し た ら 、 彼 は あな た の 義 
務 を 果たさ な いで し ょ う 。 


54. スパ イ と カウ ンタ ー ス パイ の 違い は 何で すか ? 

スパ イ 活 動 と 対 ス パイ 活動 は 、 す べ て の ゲリラ が 習熟 すべ き 技 術 で ある 。 な ぜ な ら 、 戦 争 は 頭 を 使う だ け で は な く 、 足 を 使っ て 
で きる だ け 頻 繁 に 英 を 頭 か せる こと に よっ て も 勝つ こと が で きる か ら で あ る 。 ス パイ と は 、 敵 の 軍隊 に 同行 し 友人 の ふり を し 
て 必要 な も の を 何で も 売り つけ る 、 私 た ちの た め に 働く 農民 の こと で す 。 販 売 さ れ た 商品 の 種類 や 利益 また は 損失 は 
重要 で は あり ませ ん 。 重 要 な こと は 、 彼 が あら ゆる 階級 の で きる だ け 多 く の 英 と 友好 的 に な る こと で す 。 彼 は 決し て 彼ら に いか 
な る 情報 も 求め る べき で は な く 、 む し ろ す べ て 、 す べ て の 動き を 彼 が 見 た も の と し て 報告 する べき で ある 。 英 が 持っ て いる 装 
備 を 叫び ます 。 女 性 は 、 適 切な 訓練 を 受け た 後 、 こ の 役割 に お いて 非常 に 貴重 で す 。 彼 ら 5 の レポ ー ト は 仲介 者 に よっ て コ 

ー ド で 提供 され る 必要 が あり ます 。 も し 


情報 は 非常 に 緊急 性 が あり 、 口 頭 で 伝え られ ます 。 カ ウン ター スパ イ と は 、 
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敵 軍 、 あ る い は 抑圧 者 の 隊列 に 加わ っ た 志願 者 で ある 。 彼 ら の 信頼 を 得る と 、 彼 は 私 た ちの た め に 働き に 行き 、 直 接 の 謙 
報 情報 を 私 た ち に 提供 し 続け ます 。 
戦時 下 で は 、 単 純 な スパ イ 活 動 よ り も 対 ス パイ 活動 の 方 が より 効果 的 で す 。 


55 秘密 結社 は どの よう に し て 形成 され る の で すか ? 

秘密 結社 は 常に 最大 3 人 の メン バー で 結成 され ます 。 4 人 目 の メ ン バ ー は 決し て 認め られ ませ ん が 、2 人 の メン バー で 
活動 する こと は で きま す 。 経 験 上 エー ジェ ント が 3 人 あれ ば 何で も で きる こと が わか っ て いま す 。 こ れ 以 上 は お 互い 

の 邪魔 に な り ま す 。 そ れ に 、 私 た ち が 不 幸 に 見 舞 わ れ た と し て も (そし て 

私 た ちの 独房 の 1 つが スパ イ に 侵入 され る こと は ある 程度 避け られ ませ ん が 、 私 た ち が 失 う の は せい ぜ い 2 人 の スパ 
イ で す 。 こ れ は 、 そ れ ほ ど 大 き な リ スク や 費用 を 意味 する も の で は あり ませ ん 。 私 た ち は 、 各 メン バー が 順番 に 10 人 また 
は 12 人 の メン バー か ら な る 別 の セル の リー ダー に な る 、8 人 か ら 10 人 の メン バー を 含む セル を 廃止 する 必要 が あり 
ます 。 


56. 破壊 活動 部 門 は どの よう に 運営 され て いま すか が か? 

秘密 結社 に 複数 の 使命 が 与え! られ る こと は あり ませ ん 。 細 胞 に 多く の 細胞 を 与え る と 、 常 に 悪い 結果 が 生じ ます 。 各 団体 
は 、 ホ セ ・ ア ント ニオ < ガラ ン 、 ア ント ニオ ・ ナ リー ニョ 、 あ る い は 私 た ちの 大 義 に 対す る 他 の 痢 教 者 の 名 前 な ど 、 識 別 

を 目的 と し た 特別 な 名 前 を 選択 する 必要 が あり ます 。 

破壊 工作 部 門 は 、 そ の よう な 各 セ ル に 1 つの ミッ ショ ン だ け を 割り 当て ます 。 そ うす れ ば 、 彼 ら は 良い 仕事 を する 十分 な 
機会 を 得る こと が で きま す 。 


57. 秘密 結社 が ある の は 破壊 工作 部 門 だ け で すか ? 
いい え 、 情 報 部 門 は 情報 収集 の 下部 組織 を 持つ こと が で きま すし 、 持 つべ き で す が 、 こ れ ら の 組織 は 決し て 
妨害 行為 に は 関与 し ませ ん 。 


58. ゲリラ に は 何 種類 あり ます か ? 
野戦 部 隊 と 農場 部 隊 の 2 種類 。 


59. 農 場 部 隊 と は 何で すか ? 

農場 部 隊 と は 、( 一 見 政治 的 に 中 立 な ) 農 場 労働 者 と し て 働く 人 々 で 、 お そら く 月 に 2 3 回 、 定 期 的 に 活動 し ます 。 

彼ら は 隠し 場所 か ら 武 器 を 取り 出し 、 夜 間 任務 を 遂行 し 、 そ の 後 農場 に 戻り 、 翌 日 何事 も な か っ た か の よう に 仕事 に 行き ま 
す 。 尋 問 さ れれ ば 、 彼 ら は 作戦 に つい て 何 も 知 ら な い が 、 全 員 が 遠く に ゲリラ と 思わ れる 数 人 の 武装 集団 を 見 た 

と 言っ て いる 。 


60. 大き な 建物 や 兵舎 な ど を どう や っ て 爆破 で きま すか ? 
大 き な 兵 舎 や 大 統領 官邸 の よう な 建物 を 爆破 する 最も 簡単 確実 、 そ し て 最も 危険 な 方 法 は 、 建 物 の 中 心 の すぐ 
下 で 終わ る トン ネル を 掘る こと で す 。 
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61. トン ネル は どう や っ て 掘る の で すか ? 

まず 、 近 所 の 家 を 選ば な けれ ば な り ま せん 。 家 が 目的 地 か ら 多 少 離れ て いて も 問題 あり ませ ん 。 目 的 物 ま で の 距離 
が 速い ほど リス ク が 大 きく な る た め 、 家 が 遠い ほど 危険 で ある 可能 性 が あり ます が 、 疑 い を 抱か ず に 操作 を 確実 
に する た め に は 距離 が 役立つ 場合 が あり ます 。 家 を 入手 し た ら 、 そ こ か ら ト ン ネ ル を 開始 で きま す が 、 他 の 作 

業 を 行う 前 に 、 缶 詰 を 入手 し て 家 の 中 に 保管 する 必要 が あり ます 。 ト ン ネ ル を 掘る 4 人 か 5 人 の 男性 に は 食 

料 が 十分 で ある は ず で す が 、 こ れ ら の 男性 は 食べ 物 を 与え て は な り ま せん 。 


まる で 家 の 住 人 に な っ て いる よう な 印象 。 


初日 、 炊 き 飛ば す 建 物 が 非常 に 大 きい 場合 は 、 家 の 部 屋 の 1 つ に 、 さ ら に 下 ま で 届く シャ フト を 作成 する 必要 が あ 
り ま す が 、 建 物 が それ ほ と 重 く な い 場 合 は 、 さ ら に 少な く な り ま す 。 中 心 線 の な い E 字 型 、 ま た は 中 央 部 分 が 真っ 
直ぐ に な っ た C 字 型 の 丸太 を シャ フト に 導入 し ます 。 ト ッ プ 

丸太 の アー ム は 対物 レン ズ の 方 向 を 向く < 必要 が あり 、 そ の 結果 、 平 行 な 下 部 アー ム も 対物 レン ズ の 方 向 を 向く こ 
と に な り ま す 。 ト ン ネ ル は この 方 向 か ら 開始 する 必要 が あり 土砂 盟 れ を 避け る た め に 道 は 狭く な けれ ば な 

ら な いた め 、 摘 道内 で 作業 する の は 1 人 だ け で す 。 こ の 男 が 十分 な 量 の 土 を 掘り 出す と 2 人 目 の 男 が シャ ベル て 土 
を 取り 除き 、3 人 目 の 男 が カゴ を 使っ て トン ネル か ら 土 を 取り 出し ます 。 こ の 操作 は 、 ト ン ネ ル が 十分 に 長く な る ま 
で 続け られ ます 。 


62. 取り 除い た 土 は どう し ます か ? 

都市 内 で 発破 が 行わ れる 場合 、 大 量 の 土 を 扱わ かな けれ ば な ら な いた め 、 気 づか れず に 家 か ら 土 を 持ち 出す の は 
困難 で す 。 こ れ に 対処 する 最善 の 方 法 は 、 積 みろ 降 ろ し 作業 が 必要 な ビジ ネス を 家 の 中 で シミ ュ レ ー ト する こ 

と で す 。 

この よう に し て 、 土 の う は 目立た な い 場所 に 運ん だ り 、 で きれ ば 川 や 海 な ど に 投げ 込む こと が で きま す 。 

等 


63. トン ネル を 掘る の に どれ くら い 時 間 が か か り ま すか ? 
土 が 平均 的 な 硬 さ で あれ ば 、 人 は 1 時 間 あ た り 1 立方 メー トル の 土 を 取り 除く こと が で きま す 。 家 と 目標 の 間 
の 距離 を カバ ー す る の に どれ くら い 時 間 が か か る か を 判断 する の は 簡単 で す 。 


64. 対象 物 ま で の 距離 を どの よう に 推定 し ます か ? 
正確 な 計算 に は 、 三 角 法 の 知識 と 三角 形 の 解き 方 の 知識 を 持っ た 同志 が 必要 で す 。 そ れ 以 外 の 場合 は 、 推 定 値 
が 希望 どおり 正確 に な る まで 、 自 分 の 目 を 使用 し 、 他 の 仲間 と 測定 を 繰り 返し て 話し 合う 必要 が あり ます 。 


65. 建物 を 爆破 する に は 、 建 物 の 下 に どれ くら い の ダ イナ マイ ト を 設置 する 必要 が あり ます か ? 
建物 の 重 さ に も より ます が 、 過 小 評価 し な い ほ う が 良 いで し ょ う 。 ま あ 言 っ て みれ ば 
500 キ ロ か ら 1000 キ ロ の ダイ ナマ イト を 使っ て も 安全 だ と いう こと で す 。 
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66. ブラ スト は どの よう に 行う の で すか ? 

技術 者 が 操作 を 担当 する 必要 が あり ます が 、 ダ イナ マイ ト は 負荷 に 挿入 され 、 導 火 線 と 接触 し た 劇薬 起爆 装置 に よっ て の み 爆 
発する こと を 誰 も が 知っ て お く 必要 が あり ます 。 

それ は 遠く か ら 火 を 運ぶ で し ょ う 。 確 実に 爆破 する に は 、2 つの 異な る 起爆 装置 を 使用 する こと を お 勧め し ます 。 

ヒュ ー ズ が 2 つ あ り 、1 つが 故障 し た 場合 は も う 1 つ を 使用 し ます 。 


67. ダ イナ マイ ト に 起爆 装置 を どの よう に 設置 し ます か ? 

鋭い 棒 を 手 に 取っ て ダイ ナマ イト に 穴 を 開け 、 そ の 穴 に 雷管 を 置き ます 。 地 獄 で 戦う 代わ り に 天国 に 行き た い 場 合 以外 は 、 金 属 
製 の 工具 を 使っ て 穴 を 開け る の は 絶対 に や め て くだ さい 。 

ゲリラ 戦 。 


68. 起 爆 装置 に 信管 を どの よう に 取り 付け る の で すか ? 

信管 は 雷管 の 開い た 側 に 挿入 され 、 特 殊 な ペン チ (クリ ン パ ) で 固定 され ます 。 

起爆 装置 の 開い た 側 の 周り を 均等 に 押す こと で 、 信 管 の 緩み や 発破 の 失敗 を 防ぎ ます 。 発 破 時 に ペン チ が 使え な い 場 合 で も 
起爆 装置 を 噛む の は 危険 で は な く 、 ゲ リラ の 間 で 最も 一 般 的 な 方 法 で す 。 


69. ダイ ナマ イト が 燃え た り 火 に さら され た りす る と どう な り ま すか が ? 
爆発 する わけ で は な く 、 溶 けた 砂糖 の 塊 と し て 消費 され る だ け で す 。 
少し 意外 で す が 、 実 は に れ が ダイ ナマ イト の 正しい 処理 方 法 な の で す 。 


70. ヒュ ー ズ は どう や っ て 燃やし ます か ? 
タバ コ の 場合 、 ヒ ュー ズ が 2 つ あ る 場合 は 、 両 方 を 同時 に 燃やす 必要 が あり ます 。 


71. どう すれ ば 共感 力 を 爆発 させ する こと が で きま すか ? 

交感 神経 の 爆発 の 公式 は S=0.9 x K (キロ ) で す 。 荷 物 の キロ 数 に 0.9 を 掛け る と 、 も う 一 方 の 爆弾 を 爆発 させ る 場所 

か ら の 距離 が メー トル (ms) で 求め られ ます 。 爆 弾 の 重 さ が 23 キロ の 場合 23 に 0.9 を 掛け る と 、 結 果 は 20.7 に な り ま す 。 
この 距離 内 で 爆弾 が 爆発 する と 、 も う 一 方 の 爆弾 も 爆発 し ます が 、 距 離 を 広げ る と 、 ど ん な に 準備 が 整っ て いて も 爆弾 は 
爆発 し ませ ん 。 


72. 爆破 が 命令 され る 前 に 部 隊長 は どの よう な 予防 措置 を 心 に 留め て お く 必 要 が あり ます か ? 

彼 は すべ て の トン ネル に 警官 を 派遣 し て 、 そ こ に まだ 誰 も いな いこ と を 確認 し な けれ ば な り ま せん 。 彼 も 作り ます 

誰 も が 爆発 音 を 聞い た 瞬間 に 何 を すべ きか を 知っ て いる は ず で す 。 同 氏 は 襲撃 の 迅速 化 を 促す 演説 を 行い 、 調 撃 中 の 恥 
ず べ き 行 為 は 厳し く 処罰 され る と 示唆 する 予定 だ 。 
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73. 爆発 後に 他 に 留意 すべ きこ と は 何で すか ? 
導火線 に 点火 する 前 に 、 長 官 は 部 隊 に 爆破 時 刻 が 到来 し た こと を 告げ 、 爆 発 直 後 、 爆 発 後に 必然 的 に 起こ る 混乱 に 乗じ 
て 、 全 戦闘 機 が 四方 八方 か ら 建 物 に 接近 する 。 こ の 攻撃 


より 良い 結果 を 得る に は 、 迅 速 に 実行 する 必要 が あり ます 。 


74. 使用 済み の カー トリ ッ ジ は どう すれ ば よい で すか? 

それ ら を 保管 し て お いた 方 が 良い で す 。 い つ で も 自分 た ちの キャ ンプ に 持ち 帰っ て 弾 を 再 装填 する こと も 、 任 務 を 遂 
行 す る 民間 人 に 好意 で 引き 渡す こと も で きま す 。 さ ら に 、 私 た ち は 、 

英 に 射撃 数 を 知ら せる こと に よっ て 、 こ ちら の 補給 の 状態 を 知ら せな いよ うに する 

作ら れ た 。 


75. も し 私 た ちの 戦 園 機 が 飛行 機 を 利用 し て 飛行 場 を 建設 で きる と し た ら 、 ど う や っ て 作り ます か ? 


地形 か ら 石 を 取り 除き 、 穴 を まっ すぐ に し 、 丘 を 平ら に する 必要 が あり ます 。 選 択 す る フィ ー ル ド は 長 さ 1000 メー トル .、 幅 約 
400 メー トル で な けれ ば な り ま せん 。 近 くに ある 木 や 電柱 な どの 障害 物 は 取り 除く 必要 が あり ます 。 


76. 飛行 機 が 使用 で きる よう に する に は どう すれ ば よい で すか ? 

まず 、 フ ィ ー ル ド の 存在 に 関す る 追加 情報 と 、 そ の 正確 な 寸法 と 位置 を 1/10,.000 の 縮尺 で 示す その 図 を 送信 する と 便 

利 で す 。 可 能 で あれ ば 写真 も 送っ て くだ さい 。 私 た ちの 飛行 機 が フィ ー ル ド に 着陸 する 日 と 時 間 に 、 右 側 の 丸太 と 木 の 枝 が 
周囲 に 配置 され ます 。 定 刻 に 飛行 機 が 地平 線 に 現れ る と 、 笛 や 旗 で 合図 し 丸太 に 火 を つけ て 飛行 機 が 現場 を 見 つけ 、 火 災 が 
示す 限界 を 判断 し 、 間 題 を 発見 で きる よう に し ます 。 の 方 向 


風 。 着 陸 は 常に 風 に 向かっ て 行わ か な けれ ば な り ま せん 。 


飛行 機 が 着陸 する と すぐ に 火 は すべ て 消え 、 飛 行 機 で 運ば れ て きた 物 は 降ろ され 飛行 機 自体 は 手 で 畑 の 一 番 端 まで 

押し 出さ れ 、 そ こ で 再び 風 に 面 し ます 。 そ の と きのみ 、 パ イロ ッ ト が 要求 し た 場合 に の み 、 パ イロ ッ ト が ハン カチ を 使用 し 

て 自分 で 判断 で き な い 場合 に 備え て 、 風 向き を 示す た め に パイ ロッ ト が 要求 し た 場合 に 、 単 一 の 火 が 点火 され ます 。 パ イロ ッ 
ト は 身元 確認 を 防ぐ た め 、 必 要 以 上 に 飛行 機 が 留まら な いよ うに 注意 し ます 。 


フィ ー ル ド の 周囲 に 山 が ある 場合 は 、 地 平 線上 に 現れ る 可能 性 の ある 敵 の 飛行 機 を 攻撃 する た め に 、 そ の 頂上 に 機関 銃 を 
設置 し ます 。 


77. 安全 上 の 理由 か ら 飛 行 機 が 夜間 に 着陸 し な けれ ば な ら な い 場 合 は どう すれ ば よい で すか が ? 

飛行 機 が 野原 の 真 上 に 来る 日 と 時 間 に 火 を つけ 、 誰 か が 火 の 番 を し 、 パ パイ ロッ ト に 着陸 場所 を 知ら せる た め に 火 が 絶え ず 燃 
え 続け る よう に し ます 。 た と え 優 れ た コン パス を 持っ て いた と し て も 、 夜 間 の 着陸 は 通常 、 パ イロ ッ ト に と っ て 非常 に 危険 で 
す 。 
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パイ ロッ ト が フィ ー ル ド を 見 つけ られ ず に 飛行 機 が 逸れ る 可能 性 が ある 風 の た め 、 フ ィ ー ル ド 上 で 正確 な プレ ー ニ 
ング を 達成 する こと は 常に 困難 で す 。 こ れ を 防ぐ た め に 、 着 陸 は パイ ロッ ト が ある 程度 の 視界 を 確保 で きる 時 間 に 固 
定 さ れる 場合 が あり ます 。 し た が っ て 着陸 は 夜明け の 1 時 間 前 に 固定 され ます 。 た だ し 、 同 じ パ イロ ッ ト に よる フィ 
ー ル ド の 繰り 返し の 使用 に よっ て 見 当 識 障害 が 発生 する 可能 性 が 低く な っ た 場合 は 除き 、 そ の 場合 は 着陸 が 

より 早い 時 間 に 固定 され る こと が あり ます 。 


夜間 に 着陸 する と 、 笛 や 銃声 が 消火 時 期 を 知ら せま す 。 ま だ な ら 
荷物 を 降ろ し た 後 暗 く な り 、 飛 行 機 は 出発 し な けれ ば な り ま せん 。 正 し い 方 向 を 保つ た め に 滑走 路 全 体 に 
再び 火 が 点火 され 飛行 機 が 空中 に 15 分 間 滞 在 する と 消火 され ます 。 


78. 飛行 機 は どの よう に 離陸 、 着 陸 す る の で すか ? 
常に 風 に 向かっ て 。 


79. 差し 迫っ た 仕事 が な いと き 、 私 た ちの 部 下 は どの よう に 忙し く な り ます か ? 

彼ら は 日 中 は リラ ックス し 毎日 足 を 洗い 、 足 の 爪 の 手入れ を し ます 。 

脚 は ゲリラ の エン ジン で す 。 彼 ら は その 地域 の 地図 を 調べ 、 近 く の す べ て の 村 の 名 前 、 そ の 人 口 、 そ し 
て 私 た ちの 人 々 の 名 前 の 一 部 を 記憶 し ます 。 彼 ら は 、 す べ て の 川 |、 支 流 の 川 、 泉 、 貯 水池 、 井 戸 を 白紙 の 
地図 上 に 特定 し ます 。 彼 ら は 学ぶ で し ょ う 

その セク ター 内 の 異な る 地点 間 の 距離 と 、 列 車 の 妨害 行為 に 使用 され る 可能 性 の ある 橋 や 下水 道 の 位 
置 。 言 い 換 えれ ば 、 彼 ら は 戦争 を 継続 する た め に 、 ま た は 民兵 の 他 の 部 門 の 任務 を 促進 する た め に 役 立 
つ 可 能 性 の ある 情報 を すべ て 暗記 し な けれ ば な り ま せん 。 


80. 彼ら は どの よう に し て その よう な 訓練 を 受け て いま すか ? 
彼ら は まず 爆弾 手 と ナタ 手 と し て 入隊 し 、 私 た ちの 行進 に 同行 する こと に な る 。 ゲ リラ の 水 と 弾薬 の 偵察 
と 運搬 人 と し て 始ま り 、 そ の 後 、 戦 闘 具 が 休ん で いる 間 見 張り 役 と し て 監視 を 引き 継ぎ 、 戦 闘 具 の 資 

格 と し て 当面 は ライ フル 銃 を 初め て 与え られ る 。 そ の 後 、 彼 ら は 警察 本 部 や 反革命 勢力 の 避難 所 

な ど へ の 坦 撃 に 動員 され 、 最 後に 区 が か ら ぽ 獲 し た 新しい 小銃 が 入手 可能 に な る と 、 そ の 小銃 が 与 

えら れ 、 ゲ リラ 戦士 に 昇格 する 。 


81. 裏切り 者 に 死刑 を 与え る 標準 的 な 手順 は 何で すか ? 
彼ら に は 自ら を 弁護 する 機会 な 与え られ な けれ ば な ら ず 、 軍 隊 と 同様 に 軍法 会 議 の 通常 の 手順 
が 踏ま れる こと に な る 。 


82. 病気 の 仲間 は どう すれ ば いい で すか が ? 


同志 が 病気 に な っ た と き 、 彼 ら が 彼 の 治療 と 保護 に 責任 を 負う の で あれ ば 、 私 た ち は 信 頼 で きる 
家族 に 彼 を 残し ます 。 農 民 が 付き 添う と し て も 、 農 民 小 屋 以外 の 場所 に 隠れ た 方 が 良い で し ょ う 。 
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83. 補給 貯 茂 と いう 用 語 は 何 を 意味 し ます か ? 
武器 弾薬 担当 巨 は 、 物 資 を 秘密 の 場所 に 隠す か 、 農 民 の 小屋 の 近く に 埋め て 保管 し ます 。 


卵 が 割れ て し まわ な いよ うに 、 す べ て の 卵 を 同じ カゴ に 入れ な い ほ う が よ いた め 、 保 管 庫 に 補充 し て くだ さい 。 
我々 は いつ で も 立場 に 関係 な く 物資 に 頼る こと が で きる よう 戦略 的 部 門 に 分 散 さ れる だ ろう 。 


84. 農 民 に 対す る 戦闘 貞 の 態度 は 何で すか ? 

彼ら か ら 得 た 食料 は すべ て 適正 な 価格 で 支払 われ な けれ ば な ら ず 、 繰 り 返 し 感謝 を 表明 し 、 農 民 に 自分 た ちの 目的 を 支援 
し て いる こと を 認識 させ な けれ ば な り ま せん 。 私 た ちの 男性 は 、 ベ ッ ド 、 ク ロー ゼット 、 テ ー ブ ル な ど 、 壊 れ て いる 可能 性 の あ 
る 家 の 中 の も の を 修復 し よう と し ます 。 彼 ら は 小作 農 の 敷地 の 棚 を 作っ た り 、 種 まき や 畑 の 開 表 を 手伝っ た りす る だ ろう し 、 
そう する こと で 私 た ち に 明らか に 同情 を 示し 、 小 作 人 た ち を 私 た ちの 大 義 に 引き 寄せ て 、 最 終 的 に は 私 た ちがい つ で も 

彼ら に 助け を 求め る こと が で きる よう に し て くれ る だ ろう 。 


85. 敵 か ら 奪 われ た 町 の 防衛 は どの よう に 組織 され て いま すか ? 

この 防御 を 組織 する た め に は 、 隣 接する 家 の 間 に 連絡 通路 を 開い て 都市 を 要塞 の 複合 体 の 構 

成 に 再 配 置 する 必要 が あり ます 。 こ れ ら の 通路 は 小さ く な けれ ば な ら ず 、 し ゃ が ん で 一 人 の 人 

し か 通れ な い の で 、 そ れ が 敵 の 場合 は 簡単 に 排除 で き 、 友 人 の 場合 は 膝 を 曲げ る と いう 比較 的 不 
快感 だ け で 通過 で きる よう に な り ま す 。 す べ て の 家 が 接続 され る と 、 敵 が 最初 に 攻撃 する 通り に 面 し 
た 家 に は 、 正 面 に 小さ な 通気 品 の よう な いく つか の 穴 が あり 、 そ こ か ら 射 撃 す る こと が で きま す 。 こ れ 
ら の 開口 部 は 人 間 の 通常 の 身長 より も 高い 位置 に 作ら れ 、 時 折 そ こ を 通過 する 銃弾 で さえ 兵士 に 
当たる こと は あり ませ ん 。 も ちろ ん 、 こ れ ら の 開口 部 か ら 撮影 する に は 、 椅 子 の 上 に 立っ て いな けれ ば 
な り ま せん 。 


86. 町 の 住民 に 対す る 私 た ちの 態度 は どう な り ま すか が ? 

私 た ち は 彼 ら に 、 家 か ら 避 難し な けれ ば な ら な いこ と 、 家 を 強化 する こと が 戦争 の 緊急 事項 で ある こと を や ん わり 
と 説得 し よう と し ます 。 こ れ が 平和 的 に 達成 で き な い 場合 は 、 戦 争 の 必然 性 と し て 武力 で 避難 させ る こと に な 

り ま す 。 


87. 家具 は どう され ます か ? 
すべ て の 家具 は 、 良 くも 悪く も 、 別 々 の ブロ ッ ク の 家 を 接続 する た め に 使用 され ます 。 ブ ロッ ク は 家具 、 石 、 レ ン ガ な ど 
で 作ら れ た バリ ケー ド で 接続 する 必要 が あり ます 。 


88. 軍 事 防 衛 組 織 に つい て は どう で すか ? 

最高 の 年 功 序 列 また は 階級 の 首長 は 、 防 衛 する 占領 され た 町 の さま ざま な か 部門 に 代理 を 任 
命 し ます 。 部 門 の 責任 者 は 全員 、 家 屋 や 街区 が 指定 され た 防衛 構成 に 適合 する よう に 準備 さ 
れる よう 努め ます 。 
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89. 敵 の 攻撃 中 に 町 の 近く で 活動 し て いる グル ー プ は どの よう な 役割 を 果たし ます か ? 


彼ら は 継続 的 に 活動 し 、 包 囲 軍 の 後衛 、 そ し て 何より も 補給 源 を 攻撃 し ます 。 


90. 敵 に よる ブロ ッ ク 全 体 の 占領 を 遅らせ る に は どう すれ ば よい で すか ? 

すべ て の 屋根 の 隅 に パラ ペッ ト を 設置 し ます 。 そ れ ら か ら 発砲 する と 、 敵 は 家 に 入る こと が で き な く な 

り ま す 。 家 の 中 に は 、 乾 燥 し た 殻 や 安い 油 に 浸し た ボロ 布 も 置か れ ま す 。 家 が 占領 され た 場合 殻 に 火 を つけ 
る と 発煙 手 欄 弾 が 敵 の 前 進 を 阻止 する 効果 が 得 ら れ ま す 。 


91. この 方 法 で どれ くら い 街 を 守り 続け る こと が で きま すか ? 
それ は 何 年 も 続く か も し れ ま せん 。 こ れ は 、 マ ドリ ー ド 大 学 地区 の 守備 で 実践 され た タイ プ の 守備 で し 
た 。 フ ラン コ の 軍隊 は 決し て そこ を 通過 し ませ ん で し た 。 


92. 敵 が 町 へ の 水道 供給 を 完全 に 止め た ら ど うし ます か ? 

外部 ゲリラ の 活動 に より 、 敵 が 長 時 間 攻 撃 を 続け る こと は 恐ろし く 、 容 認 で き な い も の に な る だ ろ 
うと 想定 され て いた 。 た だ し 、 結 局 他 に な い 場 合 は 、 

ある い は 、 逃 げ る 最善 の 方 法 は 、 暗 闇 の 中 で 敵 の 戦線 を 突破 し て 丘 に 逃げ る こと で す 。 


93. 丘 に いる 間 、 戦 闘 機 の 主 な 関心 事 は 何で すか ? 

武器 は 彼 の 友人 で あり 保護 者 で あり 、 生 き 残る た め の 手段 で ある た め 、 彼 の 主 な 関心 は 銃 の 手入れ に 違 
いあ り ま せん 。 特 に 田舎 に いて 、 銃 が 汚れ や すい ほこ りっぱ ぽい 道 を 行進 する と き は 、 ラ イフ ル を 清潔 に 保 
ち 、 油 を 差し て お か な けれ ば な り ま せん 。 


94. ヒ ルフ ァ イ タ ー と 呼ぶ の が 適切 な の は 誰 で すか ? 
論 頭 政治 、 ブ ル ジ ョ ワ 的 価値 観 、 人 民 の 敵 に 対す る 公然 と 反逆 を 宣言 し た 者 。 言 い 換 えれ ば 、 人 民 の 名 の 下 
に 戦争 を 行う ゲリラ の すべ て の 正規 兵士 で す 。 


95. ゲリラ が 同じ 場所 に 留まる 最長 時 間 は どれ くら いで すか ? 
彼ら が 特定 の 場所 に 滞在 で きる 最長 期間 は 3 日 間 で す 。 3 日 目 は 前 回 の 位置 か ら 遠 く 離 れ た 位置 を 目指 
し て スタ ー ト し な けれ ば な り ま せん 。 


96. 完璧 な ゲリラ 戦闘 員 と な る に は どの よう な 資格 が 必要 で すか ? 
1. 銃 、 ラ イフ ル . 機 関 銃 、 ピ スト ル を 正しく 扱う こと 。 
2. ナ イフ と フェ ンス で 棒 で 戦う こと が で きる こと 。 

3. ナイ フ を 上 手 に 投げ て 、 遠 く の 標的 に 当て る こと が で きる 。 
4. 乗馬 、 自 転 車 、 自 動車 の 運転 。 

5. 爆弾 の 作成 と 使用 。 
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6. 周囲 を 見 回 すけ だけ で 、 エ リア 内 の どの ポイ ント が 興味 深い か を 知る こと が で きま す 。 
7. 膨大 な 情報 の リス ト を 記憶 し て お く こ と が で きる 。 

8. チ ャ ー ト の デザ イン 。 

9. 地形 に 関す る 初歩 的 な 知識 。 

10. チ ャ ー ト の 読み 方 と 等 高 線 デ ー タ の 解釈 方 法 を 理解 し ます 。 

11. 大 声 で 口笛 を 吹く 方 法 を 知っ て いま す 。 

11. ロー プ や 人 間 タ ワー を 使っ て 城壁 や 壁 を 登る 練習 を し ます 。 

12. わ ず か な 下り 坂 の ある 険しい 丘 を 12 時 間 行 進 する 練習 を し ます 。 

13. 水泳 ボー ト 満 ぎ 、 モ ー タ ー ボ ー ト の 運転 。 

14. 木 、 電 信 柱 、 建 物 に 素早 く 登る 練習 を し ます 。 

15. 自動 車 の 修理 と タイ ヤ を 素早 く 交換 する 方 法 に 精通 し て いる 。 

16. 銃器 鍛冶 お よび 簡単 な 銃器 の 製造 の 経験 。 

17. ナ イフ だ け を 持っ て 野生 で 少な く と も 3 日 間 生 き 延 びる こと が で きる 。 

18. モー ルス 信号 を 知っ て くだ さい 。 

19. 軽 飛行 機 の プロ ペラ の 始動 方 法 を 知っ て いる 。 

20. 最後 に 、 勇 気 、 大 胆 さ 、 外 獲 さ を 持ち 、 ニ ー ズ や 落と し 穴 を 予測 し 、 過 剰 な 行動 を 避け る こと 。 
物 や 人 に 執着 し 、 危 険 を 愛す る こと 。 


97. ゲ リラ 戦士 に な る た め に は 、 こ れ ら すべ て の 条件 が 不可 欠 で すか ? 

これ ら に 完璧 な 戦闘 機 の 資質 で あり 、 戦 闘 機 の パフ ォ ー マ ンス が 最高 潮 に 達し た と き に の み 達 成 さ れ ま す 。 パ ンチ ヨ ョ 

・ ヴ ィ ラ を 例 に 挙げ て み ま し ょ う 。 役 は 優れ た 戦闘 機 で し た が 、 文 言 で し た 。 し か し 侵略 の 際 に 祖国 を 守る こと が で き そ 士 
官 を 卒業 する た め に 陸軍 士官 学校 で 義務 付け られ て いる よう に 、 こ れ ら の 資格 は すべ て 理想 と し て 要求 され る 必要 が あり ま 
す 。 


98. ゲ リラ の た め に 手元 に 置い て お くべ き ア イ テ ム は 何で すか ? 

完璧 な ゲリラ に は 以下 が 必要 で す 。 

1。 慢 れ た マー シグ ブー ツ 。 

2. 厚手 の 靴下 。 

3. パン ツ は 内 側 と バッ ク パ ッ チ で 補強 され て いま す 。 

4. 良い 時 計 。 

5. 厚く て 耐久 性 の ある ベル ト 。 最 終 的 に は チェ ー ン の リン ク と し て 結合 し 、 川 を 渡っ た り 、 壁 や 障害 物 を 登っ た りす る と き に 
使用 で きま す 。 こ れ ら は 戦闘 機 に よっ て 「 尾 」 と 呼ば れ ま す 。 

6. 天候 に 応じ た コー ト 。 

7. コン パス 。 

8. ハン モッ ク 。 

9. ナイ フ 、 折 り た た み 式 と 直 刃 の 両方 。 グ ルー ミン グ 用 の ハサミ と カミ ソリ 。 
10. 爪 (特に 足 の 爪 ) り を 切る た め の バ リカ ン 。 

11. 衣類 洗濯 用 石鹸 12. 銃器 : アサ 

ルト ライ フル 、 マ シン ガン 、 シ ョ ッ ト ガ ン 、 お よび 正確 な スコ ー プ 付き ライ フル 。 
13. 手 極 弾 手持 ち タ イプ と ロケ ッ ト 推 進 タ イプ の 両方 。 

14. 火炎 放射 器 と 火炎 瓶 。 
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15. 戦闘 用 双眼鏡 。 

16. 応急 処置 キッ ト 内 の ゲリラ に 適 し た 医療 品 。 
17. ワイヤー カッタ ー。 ゴ ム 製 の ハン ドル が 付い た ペン チ 。 
18. 木 を 切る た め の 療 。 

19. 懐中 電灯 。 

20. 額 の ライ ト 。 

21. これ ら す べ て の ライ ト 用 の 電池 。 

22. 三角 ファ イル 。 

23. の こぎ り 。 

24. 釣り 用 の 糸 と 釣り 針 。 

25、 ライ ター。 


99. そ れ は 戦闘 員 が 背負 うに は 多 す ぎません か ? 

確か に そう だ が 、 ゲ リラ に 常に 同行 し て いる 非 正規 兵 に は 奪わ れる 可能 性 が ある 。 こ の リス ト は 、 時 々 手元 に 置い て お く 必要 
が あり 、 最 終 的 に は すべ て 必要 に な る も の の 単なる カタ ログ で す が 、 必 ず し も すべ て の 襲撃 で すべ て を 取得 する 必要 が ある 
と いう 意味 で は あり ませ ん 。 


100. 村 を 攻撃 する 前 に どの よう な 予防 策 が 必要 で すか ? 

村 を 攻撃 する に は 、 ま ず そ の 村 に つい て の 詳細 を すべ て 知る 必要 が あり ます 。 最 も 重要 な も の の いく つか 
詳細 は 次 の よう に な り ま す 。 

1. 主要 な 携帯 電話 の 塔 が どこ に ある の か 、 ま た そこ に 警備 員 が いる か どう か 。 

2. 最寄り の 変電 所 の 場所 と その 防御 。 

3. 地元 の 警察 と 消防 署 の 規模 、 対 応 時 間 、 装 備 。 

4. 最寄り の 州兵 の 兵舎 と 武器 庫 の 場所 。 

5. 通 信 セ ンタ ー を 警備 する 軍隊 が いる か どう か 。 

6. 警備 する 軍隊 が いな い 場 合 、 最 も 近い 通信 セン ター は どこ (どれ くら い 離 れ て いる か ) 。 

7. ライ フル を 持っ て いる 民間 人 は 何人 いま すか 。 

8. 裏切り 者 と 死刑 執行 人 の 名 前 、 愛 国 的 お よび 革命 的 エー ジェ ント の 最も 有名 な 抑圧 者 の 住所 。 


9. 村 に 最も 近い 鉄道 また は 道路 の 橋 の 位置 と 警備 員 の 規模 。 
10. 最も 近い 飛行 場 ま で の 距離 。 
11. 村 を 通過 する 電車 、 お よび 町 を 定期 的 に 運行 する トラ ッ ク や バス の 時 刻 表 。 


12. 地元 エリ ア の 地形 お よび 収集 で きる 可能 性 の ある その 他 す べ て の 有用 な デー タ の 分 析 。 
情報 が 収集 され た ら 、 そ の デー タ は 参謀 部 (作戦 ) に 送ら れ 、 受 け 取 っ た 情報 に 基づい て 衣 撃 計画 が 作成 され ま 


す 。 
これ ら す べ て の 要件 が な く て も 攻撃 は 可能 で す が 、 こ れ が 最も 高い 成功 確率 を も た ら す 技術 的 アプ ロー チ で す 。 
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101. 計画 が 準備 され た ら 、 作 戦は どの よう に 展開 され ます か ? 

正確 な 時 刻 を 修正 する 必要 が あり ます 。 そ れ ぞ れ の 特別 な タス ク は 特別 な チー ム に 割り 当て られ ます 。 こ れ ら の チー ム は 、 

他 の チー ム の 作戦 の 展開 や 作戦 の 失敗 を 気 に す る こと な く 、 迅 速 か つ 決断 力 を 持っ て 行動 し ます 。 テ チーム は エリ ア 
内 の 携帯 電話 基地 局 と 光ファイバー ケー ブル を 無効 に する こと で 、 電 話 と イン ター ネッ ト 通 信 を 遮断 する 予定 だ 。 
武器 を 所 持 し て いる 人 物 が 判明 し た 場合 、 友 好 的 な 村人 に 率い られ た チー ム が その 人 物 の 家 に 侵入 し 、 武 器 を 
持ち 去り ます 。 こ れ ら の 個人 の 住所 と これ ら の 捜索 が 行わ れる 順序 は 、 チ ー ム の 責任 者 に 渡さ れる リス ト に 指定 さ 
れ ま す 。 他 の チー ム は 人 金 切り 者 、 ス パイ 、 裏 切り 者 を 捕まえ る で し よう 。 


これ ら す べ て の こと は 「 電 気 的 に 」、 つ まり 可能 な 限り 最小 限 の 時 間 で 行わ れ な けれ ば な り ま せん 。 そ し て 、 そ れ 
を 早く 実行 する ほど 、 私 た ちの 偉大 な 規律 と 道徳 に つい て 敵 を 説得 する と いう 点 で も 、 よ り 大 き な 成 功 を 収め 

る こと が で きま す 。 こ の よう に し て 希望 に 満ち た 時 命 家 た ち は 、 私 た ちの 組織 が 仕事 を 遂行 で きる こと を 自分 

の 目 で 見 る で し ょ う 。 作 業 終了 後 、 私 た ち は 車 で 村 を 出発 し 、 所 定 の 場所 で エン ジン を か け て 待機 し て いる 車 

両 と 合流 し ます 。 


102. 支配 地域 に お ける ゲリラ 長 の 任務 は 何で すか ? 
彼 は 、 採 用 担当 者 の 指導 の 下 、 次 の 目的 を 持つ いく つか の グル ー プ を 組織 し ます 。 


ある 部 隊 は その 地域 を 「 徹 底 的 に 調査 」 す る 。 つ まり 、 人 民 の 大 義 の 敵 が 存在 する すべ て の 家々 や 地区 を 検査 す 
る だ ろう 。 こ の 同じ 部 隊 は 、 我 々 が 必要 と する か も し れ な いす べ て の 戦闘 要素 の 徴発 を 、 そ れ ら が どこ に ある 
か を 探索 する こと に よっ て 実行 する で し ょ う 。 


別 の 部 隊 が その 地域 で の 私 た ちの 大 義 の 宣伝 を 強化 する 予定 で す 。 両 ユニ ッ ト は 次 の よう に 統合 され ます 。 
嫌い な 人 や 個人 的 な 敵 を 盗ん だ り 虐 待 し た りす る こと が で き な い こと で 有名 な 正直 な 職員 。 


103. 虐待 を 犯し た 人 に は どの よう な 神 が 与 えら れ ま すか ? 
この よう な 状況 で あえ て 科 盗 を し た り 、 虐 待 や で 違反 を 犯し た りす る 者 は 、 た だ ち に 軍法 会 議 を 受け 、 有 罪 判決 を 受 
けた 後 、 時 間 を 無駄 に する こと な く 銃 殺 隊 に 送ら れ な けれ ば な り ま せん 。 


104. 死刑 は どの よう に 行わ れ ま すか ? 

多く の 聴衆 が 参加 で きる 時 間 帯 で 開催 され ます 。 そ れ は 公 に 発表 され 、 劇 的 に 設定 され ます 。 警 官 は 群衆 に 向け 

て 、 射 殺さ れる 男 は 恥ず べき 反革命 的 行為 を 犯し た 可能 性 が ある と 説明 する 。 大 統領 は この 機会 を 利用 し て 、 わ が 
人 民 軍 の 誠実 さ を 強 調 し 、 最 も 称賛 の 言葉 で それ を 称賛 し . わ が 人 民 の 尊厳 に 反する 恥ず べき 行為 は 、 厳 し く 当 
然 の 処罰 な し に 放置 され る こと は 決し て な いと いう 事実 を 主張 する だ ろう 。 
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105 行進 中 に 決 し て 見 落と され て は いけ な い 最 も 重要 な アド バイ ス は 何で すか ? 

戦闘 行進 は 主 に 夜間 に 行わ れ 、 特 に こち ら の 目的 が 以前 の 位置 か ら 遠 く 離れ た 場所 で 再び 発見 され 、 敵 に 2 つの 異な る 部 
隊 が 活動 し て いる と 思わ せる こと で ある 場合 に 当て は まり ます 。 日 中 、 私 た ち は 眠 っ た り 、 勉 強し た り 、 武 器 の 管理 、 弾 薬 の 
配布 兵士 の 世話 な どの ゲリラ 特有 の 活動 に 専念 し た り し ます 。 


足元 、 地 域 の 地図 の 研究 (ゲリラ 部 門 の 業務 へ の 注意 近く の 村 や その 部 門 内 に 住ん で いる 個人 の 名 前 の 記憶 な ど 。 
私 た ち が 訪 問 する 牧場 の 名 前 を 忘れ な いで くだ さい 。 な ど し か し 、 夜 間 の 行進 で は 、 絶 対 的 な 静けさ の 中 で 、 タ バ コ を 吸わ ず 
に 歩く こと が 必須 で す 。 そ うし な いと 、 ユ ニッ ト 全 体 が 破壊 され る 可能 性 が あり ます 。 


106. 避難 し た 後 、 敵 の 奇襲 に どの よう に 対処 し な けれ ば な り ま せん か ? 

まず 、 敵 の 砲撃 に 応じ な いよ う 努 め ま す 。 そ し て 、 た と え 敵 が 私 た ちよ り 少 な いよ うに 見 えて も 、 そ の 日 が 終わ る まで 撤退 す 
る の を 待ち ます 。 も し 我々 が 数 に お いて 優勢 で あれ ば 、 短 期間 彼ら と 交戦 し 、 彼 ら に 何人 か の 死傷 者 を 与え る べき で ある . 状 
況 が 明確 で な い 場 合 は 、 優 れ た 軍隊 で 私 た ち を 包囲 する た め の 陣 また は 戦略 で ある 可能 性 が ある た め 、 姿 を 消し た 方 が 
良い で し よう 。 


行動 方 針 は 、 我 々 の 戦術 が 敵 と 交戦 する こと で は な く 一撃 離 脱 で ある こと を 心から 知っ て いる ゲリラ の 指導 者 に よっ て 解 
決 さ れ な けれ ば な ら な い 。 


107. この よう な 小競り合い の 目的 は 死傷 者 を 出す こと で すか 、 そ れ と も 心理 的 影響 を 引き 起こ すこ と で すか ? 
私 た ちの 目的 は 、 敵 の 土気 を 破壊 し 、 備 兵 の リラ ックス を 妨げ る こと で す 。 部 隊 が そう で な い 場 合 
夜 は 過 り 、 日 中 は 役に立た ず 、 行 軍 は 遅い 。 し た が っ て 、 敵 は 一 夜 も 安らか に 放置 され る こと は あり ませ ん 。 


108. この ミッ ショ ン は 交代 で や ろう か ? 

も ちろ ん 。 こ れ は 、 い くつ か の 理由 か ら ゲ リラ の メン バー 全員 が 共有 すべ き 任 務 で ある 。 英 を 攻撃 する 栄誉 を 全員 が 共 

有 し な けれ ば な ら な いこ と 、 我 々 の 戦闘 貞 は 士気 を 高め る た め に この 種 の 行動 で より 多く の 経験 を 積ま な けれ ば な ら な い 
こと 、 そ し て 最後 に に それ が 知ら れ て いる 。 兵 士 が 撃た な いと 、 ま すま す 麻 痺 し 、 錆 び て 、 役 立た ず に な っ て し まう の で す 。 


109. キャ ンプ の 中 で 最も 脆弱 な 部 分 は どこ で すか ? 
厨房 厩舎 、 調 剤 業 局 な ど 。 こ れ ら は 防御 で きず 、 戦 闘 土気 が 低下 する 場所 で す 。 


110. 農民 小屋 に 武器 を 保管 する に は どう すれ ば よい で すか ? 

小屋 の 中 に 箱 に 入れ て 保管 する の は 大 き な 間 違い で す 。 そ れ ら は 、 亜 鉛 の 内 募 が 付い た 箱 に 埋め られ な けれ ば な り ま せん 。 
言い 換え れ ば 、 箱 の 内 側 に は 、 ま っ すぐ に 伸ばし た オイ ル ま た は ガソリン の 缶 を 釘 で 打ち 付け て つなぎ 合わ せま す 。 時 間 が 
あれ ば 武器 を ぼろ 布 に くる むべ き で す 
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許可 し ます 。 次 に 、 箱 を し っ か り と 閉じ て 、 穴 の 中 に し っ か り と 隠す 必要 が あり ます 。 そ こ に あな た の 隠れ 家 が あり ます 。 


111. 箱 は どれ くら い の 深 さ に 埋め る べき で すか ? 
兵士 が 家 の 近 く の 野 原 を 掘っ て そこ に ある 箱 を 見 つけ る の を 防ぐ た め に 、 常 に か な り 深 く な り ま す (これ さえ あり 
そう も な いこ と で す が ) 。 


112. 箱 は 家 か ら ど の くら い 離 れ た と ころ に 埋め る べき で すか ? 

家 か ら は 30 メ ー ト ル か ら 60 メ ー ト ル の か な り 離 れ た と ころ に あり 、 そ の 場所 を 知っ て いる の は 埋葬 し た 男 と 他 の 
2 人 の 戦 , 閣 上 員 の み で あり 、 そ の うち の 1 人 は 常に 武器 部 門 の 出身 で 、 も う 1 人 は いずれ の 場合 も 武器 部 門 の 出身 で 
な けれ ば な ら な い 。 別 の も の か ら 。 


113. 使 用 中 に ライ フル が 錆び な いよ うに する に は 、 時 々 何 を すべ き で すか ? 


それ ら は 常に ゲリラ と 行動 を 共に する 兵器 の 専門 家 に よっ て 検査 され る べき で ある 。 全 部 で 
場合 に よっ て は -、 戦 闘 機 は 自分 の 武器 を 愛 と 献身 を も っ て 手入れ し な けれ ば な り ま せん 。 な ぜ な ら 、 そ れ 
は 自分 の 命 と 仲間 の 人 々 の 保険 だ か ら で す 。 


114. 部 門 の 長 は 週 に 何 回 (ゲリラ 部 隊 の 指揮 官 に 報告 し ます か ? 


週 に 2 回 、 行 進 の 途中 で 司令 官 は 、 岩 や 木 の 近く の 「 オ フィ ス 」 と 呼ば れる 場所 に 部 門 長 た ち を 他 の 仲間 か ら 遠 ざ 
ける よう 呼び 掛け る 。 司 令 官 は 情報 部 長 か ら 始め て 、 各 部 長 と 個別 に 話し 合い ます 。 


昌 揮 官 は 、 適 切 だ と 思う だ け 多 く の 質 問 を し ます 。 す べ て の 首長 が 次 々 に 
指揮 官 は 、 そ の 部 門 の 各 支 部 の 状況 と その 活動 の 効率 に つい て 調査 する こと に な り ま す 。 


115. ゲリラ 戦士 は どの よう な 基本 知識 を 持っ て いる 必要 が あり ます か ? 
彼ら は 全員 、 プ ロッ ト 、 プ ロッ ト の 読み 取り 、 等 高 線 解釈 の アイ デア を 持ち 、 学 校 、 裁 判 所 の 建物 、 警 察 署 、 兵 
舎 な どの 施設 や 施設 の 地図 を さま ざま な 縮尺 で 再現 で きる 必要 が あり ます 。 


116. た と えば コロ ン ビ ア の 地図 が 手元 に あり 、 そ れ を 1:300,000 の 縮尺 か ら 1:5000 の 縮尺 に 変更 し た い 場 

合 、 最 適 な 方 法 は 何で すか ? 

300,000 を 5,000 で 割っ た 商 は 60 で ある た め 、 地 図 を 元 の 紙 の 60 倍 に 拡大 する の は 非常 に 困難 で 面倒 で 

す 。 ま た 、 地 図 の 多く の 部 分 は ゲリラ 作戦 に は 関係 あり ませ ん 。 し た が っ て 、 最 初 に 、 関 心 の ある 部 分 の み を カバ ー す 
る 4 倍 の 大 き さ の 地図 を 設計 する 方 が よい で し ょ う 。 新 し い 縮 尺 は 1:75,000 (300,000 割る 4) に な り ま す 。 こ の 
後 、 正 方 形 内 に 作戦 ソー ン を 配置 し 、 そ れ を 1:15,000 に 拡大 し ます 。 最 後に 、 同 様 の 操作 に よっ て 、 操 作 ゾ ー ン の 
具体 的 な 部 分 の み を 拡大 し 、 そ れ を 3 倍 の 大 き さ 、 つ まり 1:5,000 の 縮尺 に し ます 。 直 接 60 回 の 代わ り に 
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拡大 で は 、 元 の 一 部 を 4 倍 、 そ の 一 部 を 5 倍 、 そ の 後 の 一 部 を 3 倍 に 拡大 し まし た 。 ス ケー ル は 4x 5 x 3= 60 倍 に な り ま 
す 。 


117. 作成 し た が 使用 され な い 1:75,000 と 1:15,000 の 地図 は どう すれ ば よい で すか ? 


これ ら を 運用 部 門 に 渡し て 、 運 用 部 門 が 確実 に 使用 で きる よう に し ます 。 


118. 地図 縮尺 に お ける 1:100,.000 と いう 端数 は 何 を 意味 し ます か ? 
これ は 、 地 図 上 の 1 メー トル が 実際 に は 100 キロ メー トル 、 つ まり 地上 の 100.000 メー トル を 表す こと を 意味 し ます 。 


119. ゲリラ 作戦 で 使用 され る 地図 の 最適 な 縮尺 は どれ で すか ? 
最適 な 縮尺 は 1:10,.000 また は 1:5,000 で す 。 


120. 孤 立 し た 愛国 者 に よっ て どの よう な 妨害 行為 が 行わ れる 可能 性 が あり ます か ? 
集まっ て 秘密 結社 を 結成 する 勇気 が な いと 感じ て いる 人 、 ま た は 周り に 誰 も 信頼 し て いな い が 、 そ れ で も 個人 の 行動 に 
よっ て 協力 し た いと 考え て いる 人 は 、 次 の タス ク を 実行 で きま す 。 


a . 彼 ら が 郵便 局 で 働い て いる 場合 疑い を 受け る 可能 性 を 常に 回 避 し な が ら 、 サ ービス を 遅らせ た り 、 公 
式 通知 を 間違っ た 場所 また は 間違っ た 方 向 に 送信 し た りす る 可能 性 が あり ます 。 


b. マ イラ ー 風 船 を 手 に 入れ て 電線 の 近く に 放置 する 

c 郵 便 配達 員 は 政権 内 の 重要 人 物 に 宛て た 手紙 を 取り 出し 、 蒸 気 で 開封 し 、 そ の 内 容 を 知る か も し れ な い 。 イ ン テ リ ジ 
ェ ン ス デー タ が 含ま れ て いる 場合 は 、 こ れ ら を 渡し ます 。 

デー タ を 課 報 機関 に 送信 し ます 。 

d. シ ステ ム の 官僚 と し て 働く 人 々 は 、 ゲ リラ の 大 義 に と っ て 重要 な も の を すべ て 記憶 し 、 そ れ を 情報 部 隊 に 伝え ます 。 


e. ガ レー ジ で 働く 人 た ち は 、 侍 兵 や 国民 に 敵対 する 役人 が 使用 する 自動 車 の オイ ル に エメ リー の 粉 を 入れ る で 
し ょ う 。 エ メリ ー が 入手 で き な い 場合 は 、 砂 や 砕い た 石 な ど を 使用 する 場合 が あり ます 。 


{彼ら が 軍隊 の ガレ ー ジ や 公式 の 整備 工場 で 働い て いる 場合 補給 品 を 台無し に し た り 、 工 具 を 隠し た り 、 エ ンジ ン の テ 
スト や 頻繁 に 手 を 洗っ た り し て ガス を 悪用 し 、 常 に 一 部 を 捨て よう と し ます 。 


g. 彼 ら が 政府 の 運転 手 で ある 場合 ガレ ー ジ 内 で で きる 場合 は 釘 で タイ ヤ を 台無し に し よう と し た り 、 歩 道 の 近 く を 運転 

し て 側面 を 傷つけ た り 、 岩 の 上 を 走行 し た り し て タイ ヤ を 台無し に し よう と し ます 。 

h. シ ステ ム の 教師 と し て 行動 する 人 々 は 、 最 も 過激 な プロ パガン ダ を 説く で し ょ う 。 彼 ら は 授業 中 に 強硬 な 発言 を 叫び な 
が ら 過 激 な 学生 を 煽り 、 プ ライ ベー ト で は 自分 た ちの 情報 を ゲリラ 部 隊 に 渡す 。 学 生 は ゲリラ 軍 に と っ て 最も 貴重 な 人 材 で 
す 。 私 。 誰 も が 国民 が 受け て いる 搾取 や 生活 必需 品 の 価格 の 高騰 に つい て 噂 話 を し 、 自 分 た ち が 送っ て いる 惨め な 
生活 に つい て 不平 

を 言い ます 。 
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) 労働 者 は 、 特 に 工場 が 闘争 の 敵 に よっ て 管理 され て いる 場合 に は 、 病 気 を 伴う 休暇 を 要求 し た り 、 給 与 の 増額 を 
絶え ず 要 求 し た り 、 欠 陥 品 を 製造 し よう と し た り し ます 。 

k. 水 道 や 照度 計 の な い 場 所 で は 、 人 々 は 蛇口 を 開け た まま に し .、 照 有明 を つけ た まま に し ます 。 
公務員 は 部 下 に 説明 し た り 訂 正 し た り せ ず 、 代 わり に 上 か ら の 命令 を すべ て 批判 し 、 上 司 の 欠陥 を 強調 し ます 。 
彼ら は 電話 で の 会 話 、 コ ー ヒ ー ブ レ イク 、 新 聞 を 読む こと に 可能 な 限り 時 間 を 使い ます 。 文 書 の 意味 を 変え た り 、 
混乱 を 引き 起こ し た り 、 家 具 を 壊し た り 機械 を 壊し た りす る で し よう 。 


メー トル 。 必 要 が あれ ば 、 彼 ら は 人 事 を 変更 し 、 政 権 に 友好 的 な 人 々 を 叱責 し 、 同 時 に 政府 と 国民 の 敵 の 最も 
熱狂 的 な 支持 者 で ある か の よう に 見 せる で し ょ う 。 そ れ ら は 、 官 公 庁 だ け で な く 、 カ フェ 、 カ ジノ 、 劇 場 

な どの 小便 器 、 バ スル ー ム 水道 照明 、 ガ ス 設 備 を 台無し に する で し ょ う 。 小 便器 を 破壊 する 最善 の 方 法 は 、 旨 棒 
や 新聞 紙 に 釘 や 針金 を 混ぜ た も の を 小便 器 に 投げ 込む こと で す 。 そ れ 。 


n. 大 き な オ フィ ス で は 、 ネ ズミ が その 場所 に 適応 し て 自分 で 仕事 が で きる よう に な る まで 、 ネ ズミ を 放し 、 チ ー ズ を 
与え ます 。 ま た 、 オ フィ ス の 電球 を 飛ば し て ショ ー ト させ よう と する こと も あり ます 。 


ああ 。 電 車 や その 他 の 公共 交通 機関 で 移動 中 、 彼 ら は 座席 を 切り 込み ます 。 
スタ ジア ム や その 他 の 試合 で は 、 彼 ら は 当局 や 警察 な ど に 対し て 大 声 で 抗議 し 、 平 和 を 乱 し ます 。 


p. 路 上 で は 交通 規制 に 違反 し て 交通 を 止め よう と する で し ょ う 。 


121. 警察 や 軍隊 が 国民 に 向け て 発砲 し た 場合 は どう すれ ば よい で すか ? 

市 街 戦 で 警察 、 軍 隊 、 州 兵 の いずれ か が 群衆 に 向け て 発砲 し た 場合 、 翌 日 、 抗 議 活動 が 抗議 活動 に 変わ る よ 

う 仕事 に 携わる すべ て の 友人 や 同志 が 仕事 に 行か な いよ う 誘 導 さ れ な けれ ば な ら な い 。 革 命 的 ゼネ スト 。 こ の 目 
的 が 達成 され れ ば すべ て 

努力 は スト ライ キ の 一 般 化 に 向け られ 、 事 業 が 停止 され 、 誰 も 工場 で 働 こ うと は 思わ な く な る だ ろう 。 こ の 目的 を 達 
成す る た め に 、 私 た ち は す べ て の 友人 の 協力 を 求め 、 内 気 で 勝 病 な 人 々 に 対し て 強制 的 か つ 精 力 的 な 手段 を 講じ 
な けれ ば な り ま せん 。 


追記 。 こ の 回 答 の 後半 は 、 私 た ちの 状況 に お いて 価値 が ある こと が わか り ま す 。 私 た ち は 、 一 般 革 命 の 最 中 に 私 た 
ち に 同情 的 な 人 々 を 暴露 し た く あ り ま せん 。 私 た ち は 、 シ ステ ム が あな た に 対し て 勝利 を 収め た 後 、 数 日 間 に 反 対 派 
を 強制 的 に 閉鎖 させ る と いう アイ デア に 価値 が ある と 考え て いま す 。 

経済 は 彼ら の 生命 線 で あり 、 シ ステ ム に 奉仕 し て いる 人 々 の 生活 を 混乱 させ る の は 良い こと だ 。 


122. 噂 を どの よう に 利用 し ます か ? 


私 た ち は 、 国 民 投 票 で 選出 され た 大 統領 を 含む 府 頭 制 の 最も 著名 な 人 物 の 信用 を 傷つけ る た め に 、 あ ら ゆ る 種 
類 の 噂 や 提 造 を 繰り 返し 、 こ れ ら の 噂 を 「 改 善 」 し ます 。 ま た 、 警 察 、 軍 、 秘 密 警察 の 長官 の 信用 を 傷つけ る 可能 
性 も あり ます 。 
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123. 車両 が 衝突 し た 場合 、 ど の よう に 反応 すべ き で すか ? 
私 た ち が 衝 突 現場 に いて 、 運 転 手 の 一 人 が 政府 の 運転 手 だ っ た 場合 、 私 た ち は 国 民 の 慣 り を 彼 に 向け な けれ ば な り ま せ 
ん 。 


124. 火事 が 起き た ら ど うす れ ば いい で すか ? 

火災 が 発生 し た 場合 、 私 た ち は 消 防 士 の 活動 を 妨害 し よう と し ます 。 か ら お 電話 させ て いた だ きま す 

遠く 離れ た 場所 か ら 簡 単に 逃げ られ 、 消 防 士 に 間違っ た 住所 を 教え て し まう 可能 性 が あり ます 。 (これ は 、 政 府 施設 や 
政権 の 著名 人 の 事務 所 の 妨害 行為 に よる 火災 を 指し ます 。 ) 


125. 空き アパ ー ト を どの よう に 活用 で きま すか ? 
政権 を 支持 する 人 々 が 所 有する 賃貸 アパ ー ト の 空 室 を 手 に 入れ る こと が で きた ら 、 そ こ に ガソリン や その 他 の 手持 ち 
の 可燃 物 を 投げ 込ん で 火 を つけ 、 火 が 出 始め て か ら 逃 げ る つも り だ 。 


126. ガソリン は どの よう に し て 腐り ます か ? 
ガソリン を 妨害 する に は 、 そ れ に 水 か 砂糖 を 入れ る だ け で 十分 で す 。 よ り 効 率 的 な 方 法 は 、 工 ポキ シ を 入れ る こと で す 。 こ 
れ に より 、 車 の エン ジン も 停止 し ます 。 砂 糖 や 水 は 、 ガ ソリ ン に 特定 の 処理 剤 を 入れ る こと で 処理 で きま す 。 


127. 機 械 や 車 を どの よう に 妨害 し ます か ? 

車 を 妨害 する に は 、 車 を 動か す た め に 必要 な 小さ な 部 品 を 取り 出す だ け で 十分 で す 。 上 店頭 で は 簡単 に 見 つか ら ず 、 注 文 す 
る 必要 が ある 部 品 を 選択 する こと を お 勧め し ます 。 有 要約 す る と 、 政 府 機関 で あろ うと 民間 工場 で あろ うと 、 特 に 影響 力 の あ 
る 人 物 に 影響 を 与え る 可能 性 の ある 場所 で は 、 通 常 の 仕事 を 麻痺 させ る た め に あら ゆる 努力 を 向け な けれ ば な り ま 

せん 。 私 た ち は 犯 罪 的 ブル ジョ ア 独 裁 政権 の 代表 者 た ち に 決し て 平穏 な 時 間 を 与え て は な り ま せん 。 超 反動 的 な 独裁 政 
権 が 暴力 的 に 崩壊 し 国民 を 犠牲 に し て 長らく 維持 し て きた 権力 を 失う 一 方 、 農 民 や 労働 者 多数 派 、 中 産 階級 が 悲惨 と 
錠 僚 、 緊 張 と 不安 に 苦し む の を 見 る まで 、 我 々 は 決し て 立ち 止ま ら な い だ ろ う 。 


追記 : エ ポキ シン を ガソリン タン ク ま た は オイ ル タ ン ク に 注入 する と 、 車 の エン ジン が 破壊 され 、 エ ンジ ン が 作動 し な く な り ま 
す 。 タ ンク か ら オ イル を 排出 する こと も で きま す 。 


128. 村 を 守る た め に 兵力 を どの よう に 配分 すれ ば よい で すか ? 

村 自 体 は 4 つの ゾー ン に 分 割 さ れ な けれ ば な り ま せん 。 各 ゾー ン は 責任 ある 首長 の 下 に あり 、 各 ゾー ン は 他 の ゾー ン か 
ら 独 立 し て 運営 され ます が 、 そ の 行動 に つい て は 常に 通知 され ます 。 

彼ら は 皆 、 村 の 指揮 官 に 従属 し て いま す が 、 互 い に 依存 する こと が で きま す 。 


129. 部 隊 自 体 は 指揮 官 に よ に っ て どの よう に 分 割 さ れ ま すか ? 
部 隊 は ルー フシ ュー ター、 バ ルコ ニー シュ ー タ ー、 ウ ィ ン ド ウシ ュー ター の 3 つの カテ ゴリ ー に 分 類 され る 。 
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130. 空襲 が あっ た 場合 、 屋 上 の 見 張り は どう 反応 し ます か ? 
航空 攻撃 に は 2 つの 形態 が 考え られ ます 。 ヘ リコ プター に よる も の と 、 ヘ リコ プター に よる も の で す 。 
飛行 機 。 前 者 は ゲリラ に 遭遇 する 可能 性 が は る か に 高い 。 空 か ら の 攻撃 を 防ぐ 方 法 は いく つか あり ます 。 


この シス テム の 兵器 庫 に は 、 警 察 が 使用 する 監視 へ リコ プター、UH-1B な どの 低 距 離 軍 用 へ リコ プター、 お よび コブ 
ラ や アパ ッ チ な どの 攻撃 へ リコ プター の 3 つの クラ ス の へ リコ プ ター が 存在 し ます 。 最 大 の 防御 は 攻撃 的 な 行動 で 
す 。 敵 の 航空 機 が 地上 に 停止 し て いる 間 に 攻 撃 す る こと は 、 敵 の 航空 機 が あな た に 対し て 使用 され る の を 防ぐ 最も 効 
果 的 な 方 法 で す 。 高 速 で 飛行 する へ リコ プター に 対し て 発砲 し て も 効果 は な く 、 自 分 の 位置 を 奪わ れる だ け 

で す 。 ゲ リラ が 基地 に いる 間 に 敵 の へ リコ プター を 撃 させ 、 町 を 占領 する 前 に 地上 に 着陸 させ 、 航 空 機 が あな た 

に 攻撃 を 加え られ な いよ うに する の が 最も 効果 的 な 戦術 で す 。 ベ トナ ム 戦 争 中 の ベト コン の 手法 は 、 集 合 場 所 で 隠れ 
て 待機 し 、 着 陸 し た へ リコ プター を 待ち 伏せ する と いう も の だ っ た 。 


また 、 少 な く と も 4 ミリ メー トル 、 で きれ ば 10 ミ リ メ ー ト ル の 厚 さ の 重い 銅製 ケー ブル を 用 意 し (これ は 大 量 
用 し いで す が ) 、 地 面 の 色 や 色 と 同 じ よ うに 塗装 され た 着陸 帯 に それ を 張る こと で 、 着 陸 帯 や 着陸 帯 

可能 性 を ブー ビー トラ ッ プ する こと も で きま す 。 別 の 方 法 で カモ フラ ー ジ ュ さ れ て いま す 。 こ の よう に し て へ リコ 
2 は 罠 に は まり 、 墜 落す る 可能 性 が 非常 に 高く な り ま す 。 


航空 機 は ほとん どの 場合 、 地 上 に 駐 機 中 に 高 性 能 爆薬 や ロケ ッ ト 弾 で 攻撃 され る か 、 敵 か ら 陶 獲 し た 対空 装備 で 
攻撃 され な けれ ば な り ま せん 。 


131. 家 の ド ア は どう や っ て 閉め ます か ? 
玄関 ドア は すべ て 施錠 され 、 可 能 で あれ ば ブロ ッ ク さ れ 、 家 に 入る 唯一 の 手段 と な り ま す 。 


それ は それ ら を 破壊 する こと に よっ て で す 。 


132. 家 の 中 の ドア を すべ て 取り 外し た ほう が よい で し ょ よう か が? 
食料 と 弾薬 が 保管 され て いる 部 屋 の ドア を 除き 、 家 の 中 の すべ て の ドア を 取り 外す か 、 引 き 離さ な けれ ば な り ま せん 。 


133. 1 つの ブロ ッ ク を 構成 する 家 を どの よう に 配置 し ます か ? 

それ ら は すべ て 、 分 離 壁 に 作ら れ た 通路 に よっ て 接続 され て いる 必要 が あり ます 。 こ れ ら の 通路 は 人 々 が か が みな 
が ら 一 人 ずつ 通過 で きる よう に 、 高 さ は 1 メー トル を 超え て は な ら ず 、 幅 は 60 セン チ メ ー ト ル を 超え て は な り ま せ 
ん 。 こ れ に より 、 敵 が 防御 側 を 攻撃 する 準備 が で き て いる 家 に 侵入 する の を 防ぎ ます 。 
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134. これ ら の 家 に 住ん で いる 女性 と 子供 に つい て は どう すれ ば よい で し ょ うか ? 

女性 、 子 供 、 高 齢 者 は 避難 する こと に な る 。 一 部 の 女性 、 有 人 益 な 老人 、13 歳 以上 の 若者 は 、 革 命 の 大 義 
の た め に 戦う こと を 望む 場合 滞在 を 許可 され ます 。 

これ ら の 女性 と 老人 は 、 防 衛 が 必要 と する 多く の 仕事 や 手配 に 使用 され る で し ょ う 。 

ブロ ッ ク の 準備 、 募 集 、 戦 う 勇気 の な い 人 々 の 激励 、 そ し て 特に 弾薬 の 配布 な ど で す 。 な ぜ な ら 戦闘 
時 に は 男性 は 全員 射撃 する べき で あり 、 男 信 に 弾薬 を 提供 する の は これ ら の 女性 で ある べき だ か ら で 
す 。 


135. 家 か ら 避 難 す る 人 は 何 を 持っ て いく こと が で きま すか ? 
武器 、 弾 薬 (使用 済み の 薬 英 の み で あっ て も ) 、 ナ イフ 、 手 産 、 ピ ッ ク 、 瓶 、 ガ ソリ ン 、 ア ルコ ー ル 、 ま た は 
戦闘 に 役立つ 可能 性 の ある も の を 除く すべ て の 私 物 。 


136. 徴発 され た 食料 と 弾薬 は どう すれ ば よい で し ょ うか 。 

それ ら は 、 こ の 目的 に 特に 適合 し た 家 の 部 屋 に 保管 され 、 あ る 部 屋 に は 食料 が 、 別 の 部 屋 に は 弾薬 が 、 
戦闘 に 役立つ すべ て の も の と と も に 保管 され ます 。 食 糧 を 守る 者 た ち は 、 パ ン の 皮 一 つ 一 つ に 責任 が ある 
こと を 知ら され 、 不 従順 無責任 、 仲 間 を 欺 いた 、 革 命 家 の 倫理 に 反する 過 和 失 で 非難 され た く な けれ ば 、 何 
も 自分 の も の に は し な い だ ろ う 。 戦 争 。 


137. 食料 と 弾薬 が 保管 され て いる 部 屋 を 誰が 守る の で すか ? 

両方 の 部 屋 は 、 何 ら か の 理由 で 現時 点 で は 戦闘 に 参加 で きず 、 こ の 任務 を 信頼 で きる 者 に よっ て 警備 さ 
れる こと が 望ま し い 。 他 の 者 は 、 よ り 多く の 力 を 必要 と する 任務 、 ま た は より 責任 と 危険 を 伴う 任務 に 専 
肪 す る た めで ある 。 


138. どの よう な 種類 の 通信 が 維持 され ます か ? 

家 か ら 家 へ の 通信 、 ゾ ソー ン と 防衛 本 部 間 の 通信 。 コ ミュ ニケ ーション は 口頭 で も 構い ませ ん が 、 書 
面 で 行う 方 が 良い で し ょ う 。 そ の 他 の 通信 は 、 誠 や 、 バ ルコ ニー か ら 吊 る され た 布 、 懐 中 電灯 の 

コー ド な ど 、 事 前 に 合意 され た その 他 の 信号 に よっ て 行わ れ ま す 。 ま た 、 丘 の ゲリラ と の 通信 も 確立 する 
必要 が あり ます 。 


139. 私 有 地 を 占拠 する こと に よっ て 引き 起こ され た 混乱 の 中 で 、 ど の よう な 規律 が 維持 され る の で し ょ う 
か ? 

私 た ち は 国 民 に 対し て より も 自国 の 兵士 に 対し て より 上 厳し い 態 度 を 取る つも り で す 。 私 た ち は 、 私 腹 を 肥 
や す た め に 不法 侵入 し た り 盗 ん だ 者 を 直ちに 射殺 し 、 家 や 物品 の 放棄 を 拒否 し た り 、 家 に 侵入 し た こと 
に 対す る 私 た ちの 説明 を 理解 し な か っ た りす る 民間 人 を 殴っ た り 、 傷 辱 し た り 、 屈 辱 を 与え た り し た 

者 を 厳し く 誤 し ます 。 我 が 国 の 軍隊 は 、 残 虐 行為 や 作 辱 を 伴う こと な く 、 必 要 な も の は 何で も 奪い 、 戦 争 
に よる 必要 な 強制 と し て の み 人 々 を 自宅 か ら 避 難 さ せま す 。 
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140. 負傷 者 の 治療 に は どの よう に 注意 すれ ば よい で すか ? 

すべ て の 家 か ら の 負傷 者 は 、 敵 の 砲撃 か ら 可 能 な 限り 遠く 離れ た 、 彼 ら の 治療 に 適し た 家 に 集め られ ます 。 先 ほど も 
言い まし た が 、 す べ て の 家 が つなが る の で 、 負 傷 者 を 家 か ら 家 へ 、 街 区 か ら 街 区 へ 搬送 し て 、 手 当て を 受け る 場所 ま 
で 移送 する こと が 可能 に な り ま す 。 


141. 敵 が 村 の 家 を 1 つ 占 領 し た 場合 ご どう すれ ば よい で し ょ うか ? 
次 の 家 を 部 屋 ご と に 守り ます 。 


142. 彼ら が いく つか の ブロ ッ ク を 取っ た 場合 は どう な り ま すか ? 
私 た ち は 村 を ブロ ッ ク ご と に 、 村 が な く な る まで 守り ます 。 こ れ は 敵 と の 公然 戦争 の 段階 で の み 行わ れ 、 こ の 種 の 
戦闘 が 決し て 許さ れ な い ゲ リラ 戦 の 段階 で は 行わ れ な いこ と は 明らか で ある 。 


143. 私 た ち が 祖 国 を 破壊 し て いる と 言っ て 、 こ の 戦闘 段階 に 反対 する 人 々 に 対し て 、 私 た ち は 何と 答え ます か ? 


この 国 を 破壊 する 最良 の 方 法 は 、 反 逆 政 府 の あら ゆる 政党 か ら な る 我が国 国民 の 敵 に この 国 を 食い 荒らし 、 外 

国 の 支配 に 明け 渡す こと を 許す こと で ある 、 と 我々 は 主張 する 。 私 た ち は 彼ら に 、 鎖 に つなが れ て 生き る こと の 恥 

ず べ きこ と は 、 革 命 闘争 の あら ゆる 恐怖 や 略奪 より も 悪い と 教え ます 。 最 後に 、 私 た ち は 人 々 を 永遠 に 投獄 する た め の 
刑 隊 所 と し て 古い 要塞 を そ を の まま に し て お く よ り も 、 私 た ちの 兄弟 の 血 を 犠牲 に し て 新しい 要塞 を 建設 する こと を 好 
むこ と を 彼ら に 伝え ます 。 


144. 私 た ちの 大 義 に 属す る 人 々 が 対 ス パイ 活動 に 従事 する の は 都合 が よい で し ょ うか? 
間違い な く 。 こ の 仕事 に 携わる 村 の 人 た ち は 、 私 た ち に 50 丁 の 機関 続 を くれ る 人 より も 優れ た サー ビス を 提供 し 
て くれ る で し よう 。 


145. カウ ンタ ー ス パイ は 我が国 の 部 下 と の 戦い に 参加 すべ き で し ょ うか が か? 
カウ ンタ ー ス パイ は その よう な 戦闘 に 参加 する べき で す が 、 彼 の 役割 は 、 ゲ リラ に 大 き な 損 害 を 与え ず 、 実 際 に 
誰 も 傷つけ る こと な く 、 可 能 な 限り 誇示 する こと で ある 必要 が あり ます 。 


146. 英軍 の 将校 と し て 働く カウ ンタ ー ス パイ は どの よう な サー ビス を 提供 で きま すか ? 


彼 は 、 私 た ち に 従う 各部 隊 の 強 さ 、 そ の 将校 の 名 前 、 彼 ら が 自由 に 使え る 物資 彼ら が 割り 当て られ て いる 場所 の 地 
図 、 

これ ら の 軍隊 の 士気 、 弾 薬 の 供給 計画 さ れ た 移動 な ど 。 彼 が 行う か も し れ な い 最 良 の 奉仕 の 一 つ は 、 私 た ちの 間 
で 事前 に 合意 され た 場所 で ゲリラ と 交戦 する よう に 部 隊 を 割り 当て る か 、 特 定 の 場所 に 小さ な 守備 隊 を 残す こと 
で ある 。 彼 ら の 弾薬 を 不足 させ た り 、 弾 薬 を 浪費 する よう な 卑 伝 な 軍曹 や 仙 長 を 指揮 下 に 残し た り 、 我 々 が 決 

め ら れ た 場所 と 時 間 に こ の よう に 彼ら を 攻撃 で きる よう に 彼ら の 兵士 を どこ か に 移動 さす た りす る こと に よっ て 
彼ら の 防衛 を 妨害 する こと な ど 。 
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私 た ちと 協力 する 敵 軍 の 将校 は 、 敵 と 戦う 10 人 の 自軍 の 将校 より も 有益 で す 。 こ の た め 、 対 スパ イ 活 動 に 従事 
する 人 々 は 、 常 に 私 た ち に 対す る 行動 、 ま た は 特に 独裁 者 ラウ レア ー ノ ・ ゴ メス と ロハス ・ ピ ニー ジャ に よっ て 組織 
され た いわ ゆる 「 平 和 ゲ リラ 」 な どの ゲリラ の 弾圧 の た め に 設定 され た 部 隊 に 自発 的 に 参加 し な けれ ば な り ま せ 
ん 。 コ ロン ビア な ど 


占領 地域 内 


147. 敵 の 領土 を 占領 し た 後 、 ど の よう な 予防 措置 を 取る 必要 が あり ます か ? 

小さ な 部 隊 は 、 負 傷 、 負 傷 、 身 体 的 欠陥 疲労 の た め に 他 の 戦闘 貞 ほ ど 速 く 動 け な い 兵 士 で 編成 され ます 。 こ れ 
ら の ユニ ッ ト は エリ ア を 「 コ ー ミ ング 」 し ます 。 こ の よう な 状況 で は 、 す べ て の 部 門 が 焦っ た り 恐 れ た りす る こと 
な く 効 率 的 に 作業 で きる よう に な り ま す 。 


情報 部 門 は 必要 に 応じ て 情報 を 収集 し 、 運 用 部 門 は 事情 聴取 を 行い ます 。 

農民 は 橋 や 下水 道 (その 他 の 一 般 的 な イン フラ スト ラク チャ ー) に つい て 、 彼 ら の 記録 に それ ら を マー ク す る で し ょ う 。 
地図 で は 、 サ ボタ ー ジ ュ は 好き な だ け 多 く の 男 性 を 加え て 人 員 を 増やし 、 新 し い 秘密 結社 を 形成 する よう 男性 た 

ち を 指導 し 訓練 し ます 。 新 兵 募集 部 門 は 、 選 択 を 行う 前 に 情報 を 確認 し な が ら 、 ゲ リラ に 新しい 兵士 を 追加 

する た め に 必要 な 宣伝 を 担当 し ます 。 訓 練 は 、 キ ャ ンプ を 設置 し 、 優 れ た 高地 戦闘 機 や 解体 な どの 専門 分 野 

で 洗練 され た 技術 者 を 輩出 する イン スト ラク ター を 選択 し 、 製 激 す る こと に よっ て その 使命 を 遂行 し ます 。 軍 備 は 、 さ 
ま ざ ま な 部 門 が 自由 に 使え る 資材 の 目録 を 作成 し 、 要 求 と 要求 を 行い ます 。 す べ て の 部 隊 が 兵器 の 検査 と 

修理 の た め に 後衛 施設 に 出頭 する と いう 旨 の 参謀 命令 を 受け 入れ た 。 弾 薬 は 秘密 の 保管 場所 に 適し た 場所 を 選択 
し 、 供 給 状況 を 報告 する こと が で き 、 ま た 時 々 在庫 を 掘り 出し て 太陽 に さら すこ と も で きま す 。 Supply は 食料 

の 購入 を 処理 し 、 要 求 さ れ た 品目 を 倉庫 に カタ ログ 化し ます 。 そ れ ら は すべ て 、 


戦い の プレ ッ シ ャ ー を 乗り 越え た 今 で は 、 よ り 正 確 に 行う こと が で きま す 。 最 後に に ヘル ス アン ド コミ ュ ニ 
ケー ショ ンズ は 独自 の 使命 を 遂行 し ます 。 


勝利 の 中 で 


148. 勝利 が 近づい て いる の を 見 た と き 、 首 長 は 何 を する で し ょ うか ? 

彼 は 、 最 後 の 瞬 間 に 自ら 志願 し て 戦う 人 々 と 、 真 に 我々 の 部 下 で ある 人 々 を 慎重 に 引き 離 そ うと する だ ろう 。 彼 は 
自分 の 部 下 と 、 最 後 の 瞬 間 に 革 命 の 時 流 に 飛び 乗っ た 人 々 に つい て の 良い 記録 を 残 そ うと 努め る だ ろう 。 こ れ ら の 
新しい ボラ ンティア は 、 完 全 な 情報 と 2 枚 の 写真 が 記載 され た カー ド に 登録 され 、 活 動 記 録 へ の 署名 が 求め られ 、 
検証 の た め に 粛清 委員 会 に 渡さ れる 。 
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149. 大 衆 の 慣 り 、 そ し て 敵 の 手先 や スパ イ 、 そ し て その 備 兵 に 対す る 彼ら の 復讐 の 意図 に 対し て 、 首 長 は どの よう 

な 態度 を 取る で し ょ うか ? 

戦争 犯罪 者 と 疑わ れる すべ て の 者 は 自衛 の 権利 を 有する と 規定 され て お り 、 特 に 敵国 の 中 に は 秘密 裏 に 対 スパ イ 活 
動 を 行っ て お り 、 戦 争 の た め に 命 を 危険 に さら し て いる 者 も 多く いた た め 、 大 統領 は こう し た 態度 に 強く 効果 的 に 反対 す 
る だ ろう 。 私 た ちの 大 義 の 勝利 。 


150. 勝 利 が 達成 され た 後に 私 た ち が 直 面 する 最大 の 危険 は 何で すか ? 

最大 の 危険 は 我々 の 勝利 が 霧 散 する こと だ 。 死 と 大 洪水 の 勢力 、 根 無し 草 と 反逆 者 の 軍団 は 決し て 諦め な い 。 彼 ら は 、 
私 た ち が 毒 の 喉 を 踏ん で も 常に 反撃 する ヘビ の よう な も の で す 。 彼 ら は 計 い 、 う ずく まっ て 機会 が あれ ば 再び 私 た ち 
の 人 々 に 襲 いか か る だ け で す 。 彼 ら は 決し て 諦め ず 、 常 に 抵抗 し 、 常 に 私 た ち を 抑圧 し よう と し て いま す 。 


これ ら の 蛇 は 、 普 遍 的 な 信条 の 名 の 下 に 、 常 に 国 を 売り 渡す 準備 を し て いる 政治 家 や 聖職 者 で す 。 彼 ら 5 は ヨー ロッ パ 
で すでに や っ た こと を 世界 の 他 の 国々 に も 押し 付け よう と し て いる の で す 。 彼 ら は 大 規模 な 偶像 破壊 と 何 世紀 に も わ 
た る 殺人 活動 を 通じ て ヨー ロッ パ 諸 国 の 完全 な 支配 を 達成 し まし た 。 彼 ら は 持っ て いる 


彼ら は 、 救 世 主 の 名 に お いて 行わ れる 限り 、 い か な る 裏切り も 行う こと が で きる と 長い 間 証明 され て きま し た が 、 そ れ 
で も な お 、 彼 ら は 私 た ちの 社会 に お ける 道徳 の 源 で ある と 主張 し て いま す 。 
この 聖職 者 は 、 本 質 的 に 二枚舌 で 常に 政治 に 干渉 する の で 、 多 く の 人 が 主張 する よう に 自ら を 「 国 民 的 」 と か 

「 愛 国 的 」 と 呼ぶ べき で は な い 。 彼 ら の 唯一 の 野望 は 、 組 織 の 存続 を 正当 化す る 隠れ 装 と し て 宗教 を 利用 し 、 我 が 国 
の 政治 意識 の 高い 若者 を 歌 く こと で ある 。 
いわ ゆる 「 キ リス ト 教 」、「 キ リス ト 教 民主 」、「 社 会 キリ スト 教 」、 ま た は 「 伝 統 主義 」 政 党 、 ま た は 同等 の 主張 
を 持つ その 他 の 政党 を 結成 する こと に よっ て 国家 を 支配 し ます 。 彼 ら は 憎しみ や 嫌悪 が あっ て は いけ な い 、 神 が 人 類 を 
裁く 、 征 服 者 は 敗者 に 対し て 寛大 で ある べき だ と 説く 。 私 た ちの 首 に 足 を 掛け て いる の が 敵 で ある と き 、 彼 ら は 決し て こ 
れ ら の こと を 説教 し ませ ん が 、 戦 争 が 終わ る と すぐ に 、 彼 ら は あな た に これ 以上 の こと を 教え る で し ょ う 。 彼 ら は 、 反 動 
が 露呈 し た 場合 に は 、 我 々 の 反動 と の 戦い を 止め る た め に 金 切り 声 を 上 げ て 歩き 回 り 、 奴 隷 化 者 の 利益 の た め に 
自ら の 「 使 命 」 を 遂行 する だ ろう 。 し か し 、 私 た ちの 人 民 の 革命 的 な 息子 で ある あな た は 、「 聖 具 室 の 香 」 に 気 を つけ 
て くだ さい 。 


自分 自身 の 勝利 を 見 守り 、 気 を 配り 、 決 し て 聖職 者 の 風 に 感銘 を 受け た り 、 催 眠 術 を か けら れ た り し な いよ うに し て くだ さい 。 多 く の 
国 で 、 教 会 が ひれ 伏し . か つて の 強 さ の 影 が 見 られ る で し ょ う 。 哀 れ み の な いよ うに あな た の 手 を 離さ な いで くだ さい 。 


ゲリラ へ の 150 の 質問 の 終了 (150 Preguntas a un Guerrillero) 
アル ベル ト : バ ヨイ < ジル ー 著 
それ を 夢 に し な いで くだ さい 。 
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